
新時代の学びを支える先端技術の活用推進２．

）(前 年 度 予 算 額 257百万円
令和２年度予算額（案） 百万円453

１．要 旨
教育におけるICTを基盤とした先端技術の活用には大きな可能性があり、
Society5.0時代の「誰一人取り残すことのない、公正に個別最適化された学
び」の実現に向け 「新時代の学びを支える先端技術活用推進方策」などを、
踏まえ、以下の取組を実施。

２．内 容

新時代の学びにおける先端技術導入実証研究事業◆

453百万円( 257百万円)

Society5.0の時代に求められる資質・能力を育成するためには、新学習指

導要領の着実な実施やチームとしての学校運営の推進が不可欠であり、その

中核を担う教師を支え、その質を高めるツールとしての先端技術（データの

利活用を含む）には大きな可能性がある。

GIGAスクール構想を推進し、教師の指導や子供の学習の質をさらに高め、

「子供の力を最大限引き出す学び」を実現するため、様々な先端技術の効果

的な活用方法の整理・普及と、その基盤となるICT環境整備を一層促進する必

要があり、そのための実証を行う。

○先端技術の効果的な活用に関する実証

「 、 」 、誰一人取り残すことのない 公正に個別最適化された学び の実現に向け

学校現場と企業等との協働により、昨今の技術革新を踏まえながら、学校教

育において効果的に活用できる先端技術の導入・活用について実証を行う。

○遠隔教育システムの効果的な活用に関する実証

教師の指導や子供たちの学習の幅を広げたり、学習機会の確保を図る観点

から、学校教育における遠隔教育の導入・活用に関する実証を行う。

○多様な通信環境に関する実証

GIGAスクール構想の実現に向けて、多様な学校の規模・ニーズ等に対応で

きるようWi-FiやLTE、5G、また、SINETや商用のネットワーク等、様々な通

信回線・ネットワークの構成についての実証を行う。

○「ＩＣＴ活用教育アドバイザー」の活用

教育の質の向上に向けて、全国の自治体における学校のICT環境整備の加

速とその効果的な活用を一層促進するため、各都道府県ごとにエリアをカバ

ーした支援スタッフの配置（教員研修講師、指導面技術面助言、遠隔教育実

施のサポート等）
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○参考

令和元年度文部科学省補正予算（案）

◆ GIGAスクール構想の実現（231,805百万円）

学校における高速大容量のネットワーク環境（校内LAN）と、義務教育段階に

おける一人一台端末の整備について、令和5年度までの実現を目指して、まずは

初年度として、整備を確実に実施する。
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•
「誰
一
人
取
り残
す
こと
な
い
、公
正
に
個
別
最
適
化
され
た
学
び
」の
実
現
に
向
け
て
、

学
校
現
場
と企
業
等
との
協
働
に
よ
り、
昨
今
の
技
術
革
新
を
踏
ま
え
な
が
ら、
学
校
教
育

に
お
い
て
効
果
的
に
活
用
で
き
る
先
端
技
術
の
導
入
・活
用
に
つ
い
て
実
証
を
行
う。

•
学
習
指
導
、生
徒
指
導
、管
理
運
営
等
、学
校
全
体
に
お
い
て
先
端
技
術
を
活
用
し
た

事
例
を
創
出
す
る
とと
も
に
、学
校
教
育
の
中
で
先
端
技
術
が
効
果
的
に
作
用
す
る
と

考
え
られ
る
場
面
とそ
の
実
施
方
法
等
を
整
理
す
る
。

○
先
端
技
術
の
効
果
的
な
活
用
に
関
す
る
実
証

•
So
ci
et
y5
.0
の
時
代
に
求
め
られ
る
資
質
・能
力
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、新
学
習
指
導
要
領
の
着
実
な
実
施
や
チ
ー
ム
とし
て
の
学
校
運
営
の
推
進
が
不
可
欠
で
あ
り、

その
中
核
を
担
う教
師
を
支
え
、そ
の
質
を
高
め
る
ツー
ル
とし
て
の
先
端
技
術
（
デ
ー
タの
利
活
用
を
含
む
）
に
は
大
きな
可
能
性
が
あ
る
。

•
GI
GA
ス
クー
ル
構
想
（
※
）
を
推
進
し、
教
師
の
指
導
や
子
供
の
学
習
の
質
を
さら
に
高
め
、「
子
供
の
力
を
最
大
限
引
き出
す
学
び
」を
実
現
す
る
た
め
、様
々
な
先
端

技
術
の
効
果
的
な
活
用
方
法
の
整
理
・普
及
と、
その
基
盤
とな
る
IC
T環
境
整
備
を
一
層
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

※
令
和
元
年
度
文
部
科
学
省
補
正
予
算
（
案
）
：
23
1,
80
5百
万
円

趣
旨

新
時
代
の
学
び
に
お
け
る
先
端
技
術
導
入
実
証
研
究
事
業

成
果

全
国
の
自
治
体
・学
校
に
お
い
て
、G
IG
Aス
クー
ル
構
想
が
円
滑
に
実
現
され
る
。

「誰
一
人
取
り残
す
こと
の
な
い
、公
正
に
個
別
最
適
化
され
た
学
び
」の
実
現
に
向
け
た
、先
端
技
術
や
教
育
デ
ー
タを
効
果
的
に
活
用
した
教
育
活
動
が
展
開
され
る
。

希
望
す
る
全
て
の
初
等
中
等
教
育
段
階
の
学
校
が
、学
習
の
幅
を
広
げ
る
観
点
か
ら、
適
切
な
場
面
で
遠
隔
教
育
を
実
施
す
る
。

○
遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
の
効
果
的
な
活
用
に
関
す
る
実
証

•
教
師
の
指
導
や
子
供
た
ち
の
学
習
の
幅
を
広
げ
た
り、
学
習
機
会
の
確
保
を
図
った
りす
る

観
点
か
ら、
学
校
教
育
に
お
け
る
遠
隔
教
育
の
導
入
・活
用
に
関
す
る
実
証
を
行
う。

•
遠
隔
教
育
が
特
に
効
果
的
に
作
用
す
る
と考
え
られ
る
活
用
場
面
及
び
そ
の
実
施
方
法
、

IC
T機
器
の
設
置
等
に
関
す
る
留
意
点
等
を
整
理
す
る
。

（
多
様
な
学
習
環
境
の
実
現
・専
門
性
の
高
い
授
業
の
実
現
に
関
す
る
ポ
イン
ト
等
）

令
和
2年
度
予
算
額
（
案
）
45
3百
万
円

(前
年
度
予
算
額

25
7百
万
円
)

遠
隔
教
育

○
「

IC
T活
用
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
活
用

•
教
育
の
質
の
向
上
に
向
け
て
、全
国
の
自
治
体
に
お
け
る
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
加

速
とそ
の
効
果
的
な
活
用
を
一
層
促
進
す
る
た
め
、各
都
道
府
県
ご
とに
エ
リア
を
カバ
ー
し

た
支
援
ス
タッ
フの
配
置
（
教
員
研
修
講
師
、指
導
面
技
術
面
助
言
、遠
隔
教
育
実
施

の
サ
ポ
ー
ト等
）

•
GI
GA
ス
クー
ル
構
想
の
実
現
に
向
け
て
、多
様
な
学
校
の
規
模
・ニ
ー
ズ
等
に
対
応
で
き
る

よ
う、
様
々
な
通
信
回
線
・ネ
ット
ワ
ー
クの
構
成
に
つ
い
て
の
実
証
を
行
う。

•
W
i-F
iや
LT
E、
５
Gの
利
用
モ
デ
ル
、ま
た
、基
幹
網
とし
て
SI
NE
Tや
商
用
の
ネ
ット
ワ
ー

クの
活
用
モ
デ
ル
等
を
整
理
す
る
。

○
多
様
な
通
信
環
境
に
関
す
る
実
証
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○
So
ci
et
y
5.
0時
代
を
生
き
る
子
供
た
ち
に
とっ
て
、教
育
に
お
け
る
IC
Tを
基
盤
とし
た
先
端
技
術
等
の
効
果
的
な
活
用
が
求
め
られ
る
一
方
で
、現

在
の
学
校
IC
T環
境
の
整
備
は
遅
れ
て
お
り、
自
治
体
間
の
格
差
も
大
き
い
。令
和
時
代
の
ス
タン
ダー
ドな
学
校
像
とし
て
、全
国
一
律
の
IC
T環

境
整
備
が
急
務
。

○
この
た
め
、１
人
１
台
端
末
及
び
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ット
ワ
ー
クを
一
体
的
に
整
備
す
る
とと
も
に
、並
行
して
クラ
ウ
ド活
用
推
進
、I
CT
機
器

の
整
備
調
達
体
制
の
構
築
、利
活
用
優
良
事
例
の
普
及
、利
活
用
の
PD
CA
サ
イク
ル
徹
底
等
を
進
め
る
こと
で
、多
様
な
子
供
た
ち
を
誰
一
人

取
り残
す
こと
の
な
い
、公
正
に
個
別
最
適
化
され
た
学
び
を全
国
の
学
校
現
場
で
持
続
的
に
実
現
させ
る
。

事
業
概
要

（
１
）
校
内
通
信
ネ
ット
ワ
ー
クの
整
備

－
希
望
す
る
全
て
の
小
・中
・特
支
・高
等
学
校
等
に
お
け
る
校
内
LA
Nを
整
備

加
え
て
、小
・中
・特
支
等
に
電
源
キ
ャビ
ネ
ット
を整
備

措
置
要
件
「１
人
１
台
環
境
」に
お
け
る
IC
T活
用
計
画
、さ
らに
そ
の
達
成
状
況
を踏
まえ
た
教
員
ス
キ
ル
向
上
な
どの

フォ
ロー
ア
ップ
計
画

効
果
的
・効
率
的
整
備
の
た
め
、国
が
提
示
す
る
標
準
仕
様
書
に
基
づ
く、
都
道
府
県
単
位
を基
本
とし
た
広

域
・大
規
模
調
達
計
画

高
速
大
容
量
回
線
の
接
続
が
可
能
な
環
境
に
あ
る
こと
を前
提
とし
た
校
内
LA
N整
備
計
画
、あ
る
い
は
ラン

ニン
グ
コス
トの
確
保
を
踏
ま
え
た
LT
E活
用
計
画

現
行
の
「教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
向
け
た
環
境
整
備
５
か
年
計
画
（
20
18
～
20
22
年
度
）
」に
基
づ
く、
地

方
財
政
措
置
を活
用
した
「端
末
３
クラ
ス
に
１
クラ
ス
分
の
配
備
」計
画

（
２
）
児
童
生
徒
１
人
１
台
端
末
の
整
備

－
国
公
私
立
の
小
・中
・特
支
等
の
児
童
生
徒
が
使
用
す
る

PC
端
末
を
整
備

公
立
補
助
対
象
：
都
道
府
県
、政
令
市
、そ
の
他
市
区
町
村

補
助
割
合
：
1/
2
※
市
町
村
は
都
道
府
県
を
通
じて
国
に
申
請

私
立
補
助
対
象
：
学
校
法
人
、補
助
割
合
：
1/
2

国
立
補
助
対
象
：
国
立
大
学
法
人
、（
独
）
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構

補
助
割
合
：
定
額

公
立
交
付
先
：
民
間
団
体
（
執
行
団
体
）

補
助
対
象
：
都
道
府
県
、政
令
市
、そ
の
他
市
区
町
村
補
助
割
合
：
定
額
（
4.
5万
円
）

※
市
町
村
は
都
道
府
県
を
通
じて
民
間
団
体
に
申
請
、国
は
民
間
団
体
に
補
助
金
を
交
付

私
立
補
助
対
象
：
学
校
法
人
、補
助
割
合
：
1/
2（
上
限
4.
5万
円
）

国
立
補
助
対
象
：
国
立
大
学
法
人
、補
助
割
合
：
定
額
（
4.
5万
円
）

事
業
ス
キ
ー
ム

（
２
）

※
支
援
メニ
ュー

（
①
校
内
LA
N整
備
＋
端
末
整
備
、②

端
末
独
自
整

備
を
前
提
とし
た
校
内
LA
N整
備
、③
LT
E通
信
費
等
独
自
確
保
を
前
提

とし
た
端
末
整
備
）

学
習
者
用
コン
ピュ
ー
タ

（
３
クラ
ス
に
１
クラ
ス
分
は

地
方
財
政
措
置
の
対
象
）

ネ
ット
ワー
ク機
器

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現

（
１
）

令
和
元
年
度
補
正
予
算
額
（
案
）
2,
31
8億
円

（
文
部
科
学
省
所
管
）

公
立
:2
,1
73
億
円
、私
立
:1
19
億
円
、国
立
:2
6億
円 1
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３．教育課程の充実

(前 年 度 予 算 額 2,800百万円）
令和２年度予算額(案) 2,922百万円

１．要 旨

新学習指導要領の全面実施に向けて、一人一人の児童生徒が、自分のよ

さや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊

重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人

生を切り開き、持続可能な社会の創り手となることができるように、初等

中等教育の教育課程の充実を図る。

２．内 容

○読解力等の学力向上のための取組の推進 609百万円(502百万円)

PISA2018の結果を踏まえ、各学校における読解力等の学力向上に資するよう総合

的に調査・実践研究等を実施する。

・学力向上のための基盤づくりに関する調査研究

・新学習指導要領の着実な実施に向けた取組の推進

・高等学校における教育の質確保・多様性への対応に関する調査研究【再掲】

・新時代の学びにおける先端技術導入実証研究事業【再掲】

・情報教育指導充実事業【再掲】

○理数教育の充実のための総合的な支援等 1,917百万円(1,917百万円)

観察・実験の充実を図るため、理科観察実験アシスタントの配置支援や、理科教

育振興法に基づいた、観察・実験に係る理科設備の整備充実を行う。

○次代を見据えた教育課程・指導方法等に関する先導的研究開発

70百万円（70百万円）

今後の教育課程の基準の改善等に資する実証的資料を得るため、現行の学習指導

要領等によらない教育課程の編成・実施を認める研究開発学校を指定し、新しい教

育課程、指導方法等についての研究開発を実施する。

○現代的課題に対応した教育の充実等 146百万円(149百万円)

現代的な課題に対応した資質・能力を子供たちに育むため、環境教育や放射線教

育等の充実を図るための取組等を実施する。

【（参考：復興特別会計）放射線副読本の普及（66百万円）】

○特別支援学校学習指導要領等の趣旨徹底等及び学習・指導方法の改善・充実【後掲】

154百万円(139百万円)

教科書等の作成や新学習指導要領の周知・徹底等を着実に実施するとともに、農
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福連携や知的障害の児童生徒へのプログラミング教育など、障害の状態等に応じた

教育課程の編成や指導方法に関する政策的な課題に係る先導的な実践研究等を行

う。

○幼稚園教育課程の理解の推進【後掲】 26百万円(23百万円)

新幼稚園教育要領について、各幼稚園が適切な教育課程を編成、実施する上での

参考資料を作成するとともに、指導上の諸課題等に関して中央及び都道府県におい

て研究協議会を行う。
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読
解
力
等
の
学
力
向
上
の
た
め
の
取
組
の
推
進

PI
SA

20
18
の
読
解
力
等
の
結
果
を
踏
ま
え
、
各
学
校
で
の
学
力
向
上
に
資
す
る
よ
う
総
合
的
に

調
査
・
実
践
研
究
等
を
行
う
。

学
力
向
上
の
た
め
の
基
盤
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
研
究

読
解
力
に
係
る
研
究
テ
ー
マ
を
追
加
し
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
を
達
成
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
取
組
が
有
効
か
検
証
す
る
。

・
語
彙
等
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
及
び
技
能
の
確
実
な
定
着

・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト
（
R
S
T
）
等
を
活
用
し
た
読
解
力
の
向
上

委
託
先
：
５
機
関

高
等
学
校
に
お
け
る
総
合
的
な
探
究
の
時
間

の
充
実

令
和
２
年
度
予
算
額
（
案
）

5
百
万
円

探
究
を
確
か
な
も
の
と
す
る
論
文
、
レ
ポ
ー
ト
等
の
指
導
の
充
実

に
資
す
る
取
組
を
支
援
し
、
そ
の
成
果
を
普
及
す
る
。

委
託
先
：
４
地
域

令
和
２
年
度
予
算
額
（
案
）
6
0
9
百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

5
0
2
百
万
円
）

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
育
む
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
等

令
和
２
年
度
予
算
額
（
案
）

3
4
百
万
円

言
語
能
力
な
ど
学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
の
育
成
に
向
け
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
充
実
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
、

そ
の
成
果
を
普
及
す
る
。

委
託
先
：
4
地
域

令
和
２
年
度
予
算
額
（
案
）

2
1
百
万
円

高
等
学
校
の
教
育
の
質
の
確
保
に
向
け
た

調
査
研
究
等
令
和
２
年
度
予
算
額
（
案
）

5
5
百
万
円

・
「
高
校
生
の
た
め
の
学
び
の
基
礎
診
断
」
測
定
ツ
ー
ル
の
難
易
度

等
に
関
す
る
調
査
研
究

委
託
先
：
1
機
関

・
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
対
応
を
踏
ま
え
た
対
象
教
科
・
科
目
等
の

在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究

委
託
先
：
1
機
関

新
時
代
の
学
び
に
お
け
る
先
端
技
術
導
入
実
証
研
究
事
業

令
和
２
年
度
予
算
額
（
案
）

4
5
3
百
万
円

先
端
技
術
や
教
育
デ
ー
タ
を
効
果
的
に
活
用
し
た
教
育
活
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
、
学
校
教
育
に
お
い
て
効
果
的
に
活
用
で
き
る
先
端
技
術

の
導
入
・
活
用
に
つ
い
て
実
証
を
行
う
な
ど
、
学
校
教
育
の
中
で
先
端
技
術
が
効
果
的
に
作
用
す
る
と
考
え
ら
れ
る
場
面
と
そ
の
実
施
方
法

等
を
整
理
す
る
。

情
報
教
育
指
導
充
実
事
業

令
和
２
年
度
予
算
額
（
案
）

4
1
百
万
円

全
て
の
学
習
の
基
盤
と
な
る
情
報
活
用
能
力
の
育
成
に
向
け
て
、
情
報
活
用
能
力
に
関
わ
る
現
職
教
員
の
指
導
力
向
上
に
資
す
る
教
員
研
修

用
教
材
の
作
成
な
ど
、
情
報
教
育
の
指
導
の
充
実
を
図
る
。
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理
数
教
育
充
実
の
た
め
の
総
合
的
な
支
援

令
和

２
年

度
予

算
額

（
案

）
1,

91
2百

万
円

(前
年

度
予

算
額

1,
91

2百
万

円
)

○
科

学
技

術
の

成
果

が
社

会
全

体
の

隅
々

に
まで

活
用

され
る

よう
に

な
って

い
る

今
日

、国
民

一
人

一
人

の
科

学
に

関
す

る
基

礎
的

素
養

の
向

上
が

喫
緊

の
課

題
で

あ
る

。加
え

て
、知

識
基

盤
社

会
に

お
け

る
我

が
国

の
科

学
技

術
イノ

ベ
ー

シ
ョン

の
創

出
に

つ
な

が
る

、次
代

の
科

学
技

術
を担

う人
材

を育
成

す
る

た
め

に
は

、初
等

中
等

教
育

段
階

か
らの

理
数

教
育

の
充

実
が

極
め

て
重

要
。

○
国

際
調

査
・全

国
学

力
学

習
状

況
調

査
等

か
らは

、「
我

が
国

の
理

数
関

係
の

学
力

は
、国

際
的

に
見

て
高

水
準

で
あ

る
も

の
の

、児
童

生
徒

の
理

数
に

対
す

る
興

味
・関

心
に

課
題

が
あ

る
」等

の
結

果
が

見
られ

る
た

め
、理

数
科

目
に

対
す

る
子

供
た

ち
の

興
味

・関
心

を高
め

て
い

くた
め

の
教

育
の

推
進

が
必

要
。

○
平

成
３

０
年

４
月

実
施

の
全

国
学

力
・学

習
状

況
調

査
の

理
科

の
結

果
に

お
い

て
は

、観
察

・実
験

の
結

果
な

どを
比

較
・分

析
した

上
で

規
則

性
を見

い
だ

す
こと

や
、観

察
・実

験
の

結
果

に
基

づ
い

て
自

分
の

考
え

を検
討

して
改

善
す

る
こと

な
どが

課
題

とな
って

お
り、

観
察

・実
験

活
動

を重
視

した
新

学
習

指
導

要
領

に
お

け
る

理
数

教
育

をよ
り一

層
充

実
させ

て
い

くた
め

の
環

境
整

備
の

推
進

が
急

務
。

背
景
説
明

科
学

的
な

思
考

力
、判

断
力

、表
現

力
等

の
育

成
の

た
め

に
は

、理
科

教
育

に
お

け
る

観
察

、実
験

の
充

実
が

不
可

欠
で

あ
り、

その
た

め
に

観
察

、実
験

に
か

か
る

理
科

設
備

の
充

実
を図

る
とと

も
に

、理
科

の
観

察
・実

験
の

充
実

及
び

指
導

に
注

力
で

きる
環

境
の

整
備

等
の

物
的

・人
的

の
両

面
に

わ
た

る
総

合
的

な
支

援
を目

的
とす

る
。

目
的
・目
標

事
業
内
容
1

理
科

教
育

設
備

整
備

費
補

助
【1

7億
円

】
（

国
庫

補
助

事
業

：
理

科
教

育
設

備
整

備
費

等
補

助
金

）

「理
科

教
育

振
興

法
」に

基
づ

い
て

、公
・私

立
の

小
・中

・高
等

学
校

等
の

設
置

者
に

対
して

、理
科

教
育

等
設

備
の

整
備

に
要

す
る

経
費

の
一

部
を補

助
・補

助
の

対
象

小
学

校
、中

学
校

（
中

等
教

育
学

校
の

前
期

課
程

を
含

む
）

、高
等

学
校

（
中

等
教

育
学

校
の

後
期

課
程

を
含

む
）

及
び

特
別

支
援

学
校

に
お

け
る

理
数

教
育

の
た

め
の

設
備

を
整

備
す

る
た

め
に

必
要

な
経

費

・補
助

率
1／

2（
沖

縄
3／

4）

・補
助

事
業

者
地

方
公

共
団

体
、学

校
法

人

観
察

、実
験

を
充

実
させ

る
こと

に
よ

り、
児

童
生

徒
の

科
学

的
な

思
考

力
、判

断
力

、表
現

力
等

の
資

質
・能

力
の

育
成

を
図

る
。

成
果
、事
業
を
実
施
して
、

期
待
さ
れ
る
効
果

理
科
教
育
設
備
の
整
備

事
業
内
容
２

理
科

観
察

実
験

支
援

事
業

【2
億

円
】

（
国

庫
補

助
事

業
：

理
科

教
育

設
備

整
備

費
等

補
助

金
）

公
・私

立
の

小
・中

学
校

等
の

設
置

者
に

対
して

、理
科

の
補

助
員

（
観

察
実

験
アシ

ス
タン

ト（
PA

SE
O

）
の

配
置

に
要

す
る

経
費

の
一

部
を補

助
。

・補
助

の
対

象
小

学
校

、中
学

校
（

中
等

教
育

学
校

の
前

期
課

程
を

含
む

）
に

お
け

る
理

科
の

観
察

・実
験

の
支

援
等

を
行

う補
助

員
（

観
察

実
験

ア
シ

ス
タン

ト(
PA

SE
O

）
の

配
置

に
か

か
る

経
費

・補
助

率
1／

3 
  

・補
助

事
業

者
地

方
公

共
団

体
、学

校
法

人

理
科
教
育
に
お
け
る
観
察
・実
験
の
支
援

物
的
支
援

物
的
支
援

人
的
支
援

人
的
支
援
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４．情報教育・外国語教育の充実

(前 年 度 予 算 額 1,707百万円）
令和２年度予算額（案） 1,446百万円

１．要 旨

新学習指導要領を踏まえ、全ての児童生徒に、Society5.0の時代にグロー

バルに活躍するための力を育成するため、「情報活用能力」の育成に向けた

取組の推進や、新時代の学びにおける先端技術の導入に向けた実証研究を実

施するとともに、小・中・高等学校を通じた英語教育の強化を進める。

２．内 容

（１） 小・中・高等学校を通じた情報教育強化事業

133百万円( 189百万円)

新学習指導要領の趣旨を踏まえ、全ての学習の基盤となる「情報活用能力」

の育成に向けて、次の取組により、小・中・高等学校を通じた情報教育の強

化・充実を図る。

○情報教育指導充実事業

・情報教育関係教科における免許外教科担任の解消に向けた調査研究

・現職教員の情報教育に係る指導力向上に資する教員研修用教材の作成

・情報関係人材を活用した指導体制の充実に資する調査研究

・プログラミング教育に関する教員等にとって有益な情報提供の充実等

○児童生徒の情報活用能力の把握に関する調査研究

○情報モラル教育の指導資料の改善・充実や児童生徒向け啓発資料の作成・

配布等

（２） 新時代の学びにおける先端技術導入実証研究事業【再掲】

453百万円( 257百万円)

Society5.0の時代に求められる資質・能力を育成するためには、新学習指

導要領の着実な実施やチームとしての学校運営の推進が不可欠であり、その

中核を担う教師を支え、その質を高めるツールとしての先端技術（データの

利活用を含む）には大きな可能性がある。

GIGAスクール構想を推進し、教師の指導や子供の学習の質をさらに高め、

「子供の力を最大限引き出す学び」を実現するため、様々な先端技術の効果

的な活用方法の整理・普及と、その基盤となるICT環境整備を一層促進する

必要があり、そのための実証を行う。

（３） 学習者用デジタル教科書の効果・影響等に関する実証研究

20百万円( 16百万円)

学習者用デジタル教科書の在り方の検討のため、その使用による教育上の

効果・影響を把握・検証するための実証研究を行う。また、諸外国における

デジタル教科書の実態調査を行う。
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（４） 小・中・高等学校を通じた英語教育強化事業

380百万円( 627百万円)

○新たな外国語教育に対応した条件整備事業

・小学校中学年用教材（Let’s Try!）の配布

○英語教育改善プラン推進事業

・各都道府県・指定都市教育委員会において「英語教育改善プラン」を策定し、

目標達成に向けて行う取組のうち、他地域への普及が期待されるものを支援

○教員養成機関等との連携による小学校外国語の専門人材育成・確保事業

・小学校教員等が中学校教諭免許状（外国語（英語））を取得するための免許

法認定講習等の実施や専門性を有した教員や外部人材等の育成・活用のため

の講座開設等を支援

○外国語教育の指導法等強化のための先導的な実証研究事業

・小・中・高等学校の教員を対象としたオンライン・オフラインを融合した研

修の実証研究の実施等

（５）WWL(ワールド・ワイド・ラーニング)コンソーシアム構築支援事業【再掲】

151百万円( 113百万円)

これまでのスーパーグローバルハイスクール(ＳＧＨ)などの取組の実績を

活用し、高等学校等と国内外の大学、企業、国際機関等が協働し、高校生に

より高度な学びを提供する仕組みを構築する。グローバルな社会課題のカリ

キュラム開発や研究内容と関連する高校生国際会議の開催、大学教育の先取

り履修を単位認定する取組や高度かつ多様な科目内容を生徒個人の興味・関

心・特性に応じて、履修可能とする高校生の学習プログラム/コースを開発

・実践。

等
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小
・中
・高
等
学
校
を
通
じた
情
報
教
育
強
化
事
業

令
和
2年
度
予
算
額
（
案
）
13
3百
万
円

(前
年
度
予
算
額

18
9百
万
円
)

新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、全
て
の
学
習
の
基
盤
とな
る
「情
報
活
用
能
力
」の
育
成
に
向
け
て
、以
下
の
取
組
に
よ
り、
小
・中
・

高
等
学
校
を
通
じた
情
報
教
育
の
強
化
・充
実
を
図
る
。

趣
旨

①
情
報
教
育
関
係
教
科
に
お
け
る
免
許
外
教
科
担
任
の
解
消
に
向
け
た
調
査
研
究

情
報
教
育
関
係
教
科
に
お
け
る
免
許
外
教
科
担
任
を
減
少
させ
る
た
め
の
調
査
研
究

を
実
施

１
）
免
許
外
教
科
担
任
の
解
消
に
向
け
た
複
数
校
指
導
モデ
ル
の
創
出

２
）
複
数
校
指
導
実
施
時
の
ポ
イン
トを
ま
とめ
た
手
引
の
作
成

②
現
職
教
員
の
情
報
教
育
に
係
る
指
導
力
向
上
事
業

情
報
活
用
能
力
育
成
に
関
わ
る
現
職
教
員
の
指
導
力
向
上
に
資
す
る
教
員
研
修
用

教
材
の
作
成

１
）
中
学
校
の
技
術
・家
庭
科
（
技
術
分
野
）
「D
情
報
の
技
術
」の
教
員
研
修

用
教
材
の
作
成

２
）
高
等
学
校
「情
報
Ⅰ
」の
教
員
研
修
用
教
材
の
作
成

③
指
導
体
制
充
実
事
業

情
報
教
育
の
指
導
体
制
を充
実
す
る
た
め
、学
校
に
お
け
る
情
報
関
係
人
材
の
活
用

を
促
進
す
る
た
め
の
調
査
研
究
を
実
施

１
）
情
報
関
係
人
材
の
活
用
促
進
に
資
す
る
人
材
研
修
カリ
キ
ュラ
ム
や
指
導
モデ
ル

開
発

２
）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
雇
用
形
態
や
活
用
状
況
に
関
す
る
調
査
研
究
と配
置
促
進

（
３
）
情
報
モ
ラ
ル
教
育
推
進
事
業

３
７
百
万
円

（
２
）
児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
の
把
握
に
関
す
る
調
査
研
究

５
５
百
万
円

（
１
）
情
報
教
育
指
導
充
実
事
業

４
１
百
万
円

④
プ
ロ
グ
ラ
ミン
グ
教
育
促
進
事
業

新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
小
・中
・高
等
学
校
を通
じて
充
実
され
た
プロ
グ
ラミ
ン
グ

教
育
を確
実
に
実
施
して
い
くた
め
、教
員
等
に
とっ
て
有
益
な
情
報
提
供
を行
う。

情
報
活
用
能
力
を
定
期
的
に
測
定
す
る
た
め
の
小
学
校
・中
学
校
・高
等
学
校
等
に

お
け
る
児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
調
査
を全
国
規
模
で
実
施

①
予
備
調
査
の
実
施

②
本
調
査
実
施
に
向
け
た
実
施
方
法
の
検
討
、調
査
対
象
校
の
抽
出

ス
マー
トフ
ォン
や
SN
Sの
急
速
な
普
及
を
踏
まえ
、情
報
モ
ラル
教
育
の
指
導
資
料

の
改
善
・充
実
や
児
童
生
徒
向
け
啓
発
資
料
の
作
成
・配
布
等
を実
施

①
情
報
モラ
ル
教
育
の
推
進
に
係
る
指
導
資
料
の
改
善

②
児
童
生
徒
向
け
啓
発
資
料
の
作
成
・配
布

③
情
報
モラ
ル
教
育
指
導
者
セ
ミナ
ー
の
開
催

④
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
利
用
に
お
け
る
健
康
面
へ
の
影
響
に
関
す
る
調
査
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•
「誰
一
人
取
り残
す
こと
な
い
、公
正
に
個
別
最
適
化
され
た
学
び
」の
実
現
に
向
け
て
、

学
校
現
場
と企
業
等
との
協
働
に
よ
り、
昨
今
の
技
術
革
新
を
踏
ま
え
な
が
ら、
学
校
教
育

に
お
い
て
効
果
的
に
活
用
で
き
る
先
端
技
術
の
導
入
・活
用
に
つ
い
て
実
証
を
行
う。

•
学
習
指
導
、生
徒
指
導
、管
理
運
営
等
、学
校
全
体
に
お
い
て
先
端
技
術
を
活
用
し
た

事
例
を
創
出
す
る
とと
も
に
、学
校
教
育
の
中
で
先
端
技
術
が
効
果
的
に
作
用
す
る
と

考
え
られ
る
場
面
とそ
の
実
施
方
法
等
を
整
理
す
る
。

○
先
端
技
術
の
効
果
的
な
活
用
に
関
す
る
実
証

•
So
ci
et
y5
.0
の
時
代
に
求
め
られ
る
資
質
・能
力
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、新
学
習
指
導
要
領
の
着
実
な
実
施
や
チ
ー
ム
とし
て
の
学
校
運
営
の
推
進
が
不
可
欠
で
あ
り、

その
中
核
を
担
う教
師
を
支
え
、そ
の
質
を
高
め
る
ツー
ル
とし
て
の
先
端
技
術
（
デ
ー
タの
利
活
用
を
含
む
）
に
は
大
きな
可
能
性
が
あ
る
。

•
GI
GA
ス
クー
ル
構
想
を
推
進
し、
教
師
の
指
導
や
子
供
の
学
習
の
質
を
さら
に
高
め
、「
子
供
の
力
を
最
大
限
引
き出
す
学
び
」を
実
現
す
る
た
め
、様
々
な
先
端
技
術
の

効
果
的
な
活
用
方
法
の
整
理
・普
及
と、
その
基
盤
とな
る
IC
T環
境
整
備
を
一
層
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

趣
旨

新
時
代
の
学
び
に
お
け
る
先
端
技
術
導
入
実
証
研
究
事
業

成
果

全
国
の
自
治
体
・学
校
に
お
い
て
、G
IG
Aス
クー
ル
構
想
が
円
滑
に
実
現
され
る
。

「誰
一
人
取
り残
す
こと
の
な
い
、公
正
に
個
別
最
適
化
され
た
学
び
」の
実
現
に
向
け
た
、先
端
技
術
や
教
育
デ
ー
タを
効
果
的
に
活
用
した
教
育
活
動
が
展
開
され
る
。

希
望
す
る
全
て
の
初
等
中
等
教
育
段
階
の
学
校
が
、学
習
の
幅
を
広
げ
る
観
点
か
ら、
適
切
な
場
面
で
遠
隔
教
育
を
実
施
す
る
。

○
遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
の
効
果
的
な
活
用
に
関
す
る
実
証

•
教
師
の
指
導
や
子
供
た
ち
の
学
習
の
幅
を
広
げ
た
り、
学
習
機
会
の
確
保
を
図
った
りす
る

観
点
か
ら、
学
校
教
育
に
お
け
る
遠
隔
教
育
の
導
入
・活
用
に
関
す
る
実
証
を
行
う。

•
遠
隔
教
育
が
特
に
効
果
的
に
作
用
す
る
と考
え
られ
る
活
用
場
面
及
び
そ
の
実
施
方
法
、

IC
T機
器
の
設
置
等
に
関
す
る
留
意
点
等
を
整
理
す
る
。

（
多
様
な
学
習
環
境
の
実
現
・専
門
性
の
高
い
授
業
の
実
現
に
関
す
る
ポ
イン
ト
等
）

令
和
2年
度
予
算
額
（
案
）
45
3百
万
円

(前
年
度
予
算
額

25
7百
万
円
)

遠
隔
教
育

○
「

IC
T活
用
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
活
用

•
教
育
の
質
の
向
上
に
向
け
て
、全
国
の
自
治
体
に
お
け
る
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
加

速
とそ
の
効
果
的
な
活
用
を
一
層
促
進
す
る
た
め
、各
都
道
府
県
ご
とに
エ
リア
を
カバ
ー
し

た
支
援
ス
タッ
フの
配
置
（
教
員
研
修
講
師
、指
導
面
技
術
面
助
言
、遠
隔
教
育
実
施

の
サ
ポ
ー
ト等
）

•
GI
GA
ス
クー
ル
構
想
の
実
現
に
向
け
て
、多
様
な
学
校
の
規
模
・ニ
ー
ズ
等
に
対
応
で
き
る

よ
う、
様
々
な
通
信
回
線
・ネ
ット
ワ
ー
クの
構
成
に
つ
い
て
の
実
証
を
行
う。

•
W
i-F
iや
LT
E、
５
Gの
利
用
モ
デ
ル
、ま
た
、基
幹
網
とし
て
SI
NE
Tや
商
用
の
ネ
ット
ワ
ー

クの
活
用
モ
デ
ル
等
を
整
理
す
る
。

○
多
様
な
通
信
環
境
に
関
す
る
実
証
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・学
習
者
用
デ
ジ
タル
教
科
書
の
使
用
に
よ
る
教
育
上
の
効
果
・影
響
等
を

把
握
・検
証
す
る
た
め
の
実
証
研
究
を
実
施
。ま
た
、諸
外
国
に
お
け
る
デ
ジ
タル

教
科
書
の
実
態
調
査
を
実
施
。

・2
02
0年
度
の
小
学
校
段
階
の
新
学
習
指
導
要
領
実
施
に
伴
う、
学
習
者
用

デ
ジ
タル
教
科
書
の
発
行
数
の
増
加
、機
能
の
向
上
を
踏
ま
え
て
研
究
を
行
う。

学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
効
果
・影
響
等
に
関
す
る
実
証
研
究

・令
和
元
年
度
か
ら、
必
要
に
応
じ、
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

を
紙
の
教
科
書
に
代
え
て
使
用
す
る
こと
が
で
き
る
こと
とな
った
。

・学
習
者
用
デ
ジ
タル
教
科
書
の
使
用
に
よ
る
教
育
上
の
効
果
・影
響

等
を
把
握
・検
証
す
る
とと
も
に
、国
際
競
争
力
の
観
点
か
らの
調
査

を
含
む
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
在
り方
等
に
つ
い
て
検
討
す

る
旨
が
、規
制
改
革
実
施
計
画
に
お
い
て
指
摘
され
て
お
り、
文
部
科

学
省
に
お
い
て
検
討
予
定
。

背
景

・学
習
者
用
デ
ジ
タル
教
科
書
の
使
用
に
よ
る
プ
ラ
ス
とマ
イ
ナ
ス
の

両
面
の
効
果
・影
響
の
よ
り具
体
的
な
実
証
研
究
を
通
して
、よ
り

良
い
活
用
方
法
や
留
意
点
を
蓄
積
、各
学
校
・教
育
委
員
会
で

の
活
用
に
生
か
す
。

・基
礎
的
・基
本
的
な
教
育
内
容
の
履
修
を
保
証
す
る
も
の
とし
て
、

教
育
の
情
報
化
の
進
展
も
踏
ま
え
つ
つ
、学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
の
在
り方
の
検
討
に
生
か
す
。

目
的

事
業
内
容

①
教
科
・学
校
種
に
配
慮
した
教
育
上
の
効
果
・影
響
等
に
つ
い
て
の
実
証
研
究

②
特
別
な
配
慮
を
必
要
とす
る
児
童
生
徒
等
の
教
科
書
の
内
容
へ
の
ア
クセ
ス
と

留
意
点
に
係
る
実
証
研
究

③
諸
外
国
に
お
け
る
デ
ジ
タル
教
科
書
に
関
す
る
制
度
・活
用
方
法
等
の
実
地

及
び
文
献
に
よ
る
実
態
調
査

主
な
研
究
内
容

実
施
体
制

文 部 科 学 省
委
託

実
証
方
法
の
策
定
・分
析
・評
価
、

実
証
校
へ
の
研
究
者
派
遣
等

実
証
研
究
委
員
会

研
究
者
と連
携
して
実
証
研
究
を
実
施

実
証
研
究
校

令
和
２
年
度
予
算
額
（
案
）
19
,7
80
千
円

(前
年
度
予
算
額
15
,5
45
千
円
)

有
識
者
会
議

特

諸
外
国
に
お
け
る
制
度
、

活
用
方
法
等
の
調
査

諸
外
国
実
態
調
査
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英
語
以
外
の
外
国
語
※
に
つ
い
て
、新
学
習
指
導
要

領
に
基
づ
い
た
カリ
キ
ュラ
ム
や
教
材
の
開
発
等
を実
施

す
る
。

【委
託
先
：
都
道
府
県
・指
定
都
市
教
育
委
員
会
、国
立
大

学
法
人
、学
校
法
人
】

小
・中

・高
等

学
校

を
通

じた
英

語
教

育
強

化
事

業

背
景

課
題

新
学

習
指

導
要

領
の
全
面
実
施
、「

第
３

期
教

育
振

興
基

本
計

画
」等
に
掲
げ
られ
た
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、2
02
0年
度
か
ら新
しい
英
語
教
育
が
始
ま
る

小
学

校
に

お
い

て
質

の
高

い
指

導
体

制
の

構
築
、全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
等
で
課
題
が
明
らか
とな
って
い
る

中
学

生
・高

校
生

の
英

語
で

の
発

信
力

（
話

す
・書

く力
）

強
化
が
喫
緊
の
課
題
。各
地
域
の
課
題
を踏
ま
え
た

取
組
の
推
進
や
新
た
な
指
導
法
等
の
開
発
等
を
進
め
、全
国
的
な
英
語
教
育
の
水
準
の
向
上
、効
果
的
か
つ
持
続
可
能
な
体
制
を
構
築
す
る
。

指
導
力
向
上
及
び
条
件
整
備

指
導
力
等
強
化
の
た
め
の
実
証
研
究

【小
学

校
外

国
語

活
動

教
材

】
小
学
校
３
・４
年
生
で
使
用
す
る

教
材

「L
et

’s
 T

ry
!」
を
引
き
続
き
配
布
す
る
。ま
た
、小
、中
、高
等

学
校
の
指
導
法
等
の
映
像
資
料
の
作
成
及
び
ポ
ー
タル
サ
イト
を
運
営
す
る
。

大
学
と教
育
委
員
会
等
との
連
携
に
よ
り、

専
門
性
を
有
した
教
員
や
外
部
人
材
等
の

活
用
の
た
め
の
講
座
開
設
等
を支
援
す
る
。

【委
託
先
：
国
立
大
学
法
人
、学
校
法
人
、都
道

府
県
・指
定
都
市
教
育
委
員
会
】

＜
取
組
例
＞

○
小
学
校
教
員
等
が
中
学
校
教
諭
免
許
状

（
英
語
）
を
取
得
す
る
た
め
の

免
許

法
認

定
講

習
○
大
学
と教
育
委
員
会
が
連
携
し、
教
員
養

成
課
程
の
学
生
等
を
対
象
に
した
、専
門
性

の
高
い
小
学
校
外
国
語
指
導
者
の
養
成
・

確
保
の
た
め
の
講
習
（
教
師
塾
）

○
特

別
免

許
状

等
を

利
用

した
人

材
活

用
（
ネ
イテ
ィブ
・ス
ピー
カー
や
英
語
が
堪
能
な

人
材
等
）
の
た
め
の
講
習

○
外

国
語

指
導

助
手

（
AL

T）
等
を
対
象
と

した
資
質
・能
力
向
上
の
た
め
の
講
習
等

・英
語
に
よ
る
指
導
力
向
上
の
た
め
、オ
ンラ
イン
と

オ
フラ
イン
を
融
合
した
研
修
プロ
グ
ラム
を開
発
、

実
施
。効
果
を
検
証
し全
国
へ
普
及
を
図
る
。

・令
和
元
年
度
か
ら開
始
した
中
・高
等
学
校
の

教
員
を
対
象
とし
た
プ
ログ
ラム
に
加
え
、新
た
に
、

小
学

校
外

国
語

教
育

に
対

応
した

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

・検
証
す
る。

研
修

機
会

の
地

域
差

解
消

×
「働

き
方

改
革

」の
推

進

【委
託
先
：
専
門
機
関
等
】

都
道
府
県
・指
定
都
市
教
育
委
員
会
が
、各
地
域
の
英
語
教
育
の
実
態
に
応
じた
「英
語
教
育
改

善
プ
ラン
」を
策
定
し、
目
標
達
成
に
向
け
て
行
う取
組
の
うち
、他
地
域
へ
の
普
及
が
期
待
され
る
も

の
を支
援
す
る
。ま
た
、各
種
調
査
等
の
結
果
も
含
め
た
成
果
分
析
を
行
い
、国
とし
て
効
果
的
な
取

組
等
を
普
及
し、
英
語
教
育
に
お
け
る
PD
CA
サ
イク
ル
、E
BP
M
を促
進
す
る
。

【委
託
先
：
都
道
府
県
・指
定
都
市
教
育
委
員
会
（
成
果
検
証
は
研
究
機
関
等
）
】

指
導
体
制
の
強
化

英
語

教
育

改
善

プ
ラ

ン
推
進
事
業

10
0百
万
円

＜
英
語
以
外
の
外
国
語
＞

中
国
語
、韓
・朝
語
、仏
語
、独
語
、西
語
、露
語
等

免
許

法
認

定
講

習
の

開
設

等
教
員
養
成
機
関
等
との
連
携
に
よ
る
小
学
校

専
門
人
材
育
成
・確
保
事
業

49
百
万
円

実
践

理
論

グ
ロ

ー
バ

ル
化

に
対

応
した

外
国

語
教

育
推
進
事
業

3百
万
円

移
行
期
間

小

移
行
期
間

中 高
移
行
期
間

2
0

1
9

2
0

2
0

2
0

2
1

2
0

2
2

実
施
（
学
年
進
行
）

全
面
実
施

全
面
実
施

オ
ン

ラ
イ

ン
・オ

フラ
イ

ン
研

修
実

証
事
業 58
百
万
円

集
合
研
修

（
オ
フ
ラ
イ
ン
）

P
C
/
ス
マ
ホ
等
で
受
講

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

共
有

新
た
な
外
国
語
教
育
に
対
応
した

条
件

整
備

・情
報

発
信
事
業

16
9百
万
円

英
語
教
育
改
善
プ
ラ
ン

【
Pl

an
】

各
自
治
体
の
課
題
に
応

じ
た
具
体
的
な
取
組

【
Do
】

英
語
教
育
実
施
状
況

調
査

【
Ch

ec
k】

各
自
治
体
の
取
組
を

分
析
し
、
次
年
度
へ

【
Ac

tio
n】

学 習 指 導 要 領

ス ケ ジ ュ ー ル

関 連 事 業

遠
隔

教
育

シ
ス

テ
ム

導
入

実
証

研
究

事
業

多
様
性
の
あ
る
学
習
環
境
や
英
語
教
育
等
に
お
け
る
専
門
性
の
高
い

授
業
の
実
現
に
向
け
た
遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
の
導
入
・活
用
を
促
進

教
職

員
定

数
の

改
善

小
学
校
英
語
教
育
の
早
期
化
・教
科
化
に
伴
う専
科
指
導
に
必
要
な

教
員
の
充
実

令
和
2年
度
予
算
額
（
案
）
38
0百
万
円

(前
年
度
予
算
額

62
7百
万
円
)

※
前
年
度
限
りで
終
了
の
経
費
（
中
学
校
移
行
期
間
用
教
材
の
配
布
等
）
を含
む

各
自
治
体
にお
け
る具
体
的
な
取
組
メニ
ュー
の
例

※
以
下
の
よ
う
な
効
果
的
な
方
法
の
開
発
や
検
証
、
事
例
集
や
普
及
資
料
の
作
成
を
支
援

・英
語
教
育
推
進
リー
ダー
、外
部
専
門
機
関
や
外
部
人
材
、民
間
機
関
等
を活
用
した
英
語
指
導
力
向
上
プロ

グラ
ム等
の開
発
、実
施

・多
様
な
検
定
教
科
書
の使
用
を前
提
とし
た、
小
学
校
の特
性
を踏
まえ
た効
果
的
かつ
持
続
可
能
な
指
導
方

法
や
評
価
方
法

・発
信
力
強
化
に向
け
た効
果
的
な
指
導
方
法
や
評
価
方
法
の
研
究
・開
発

（
新
学
習
指
導
要
領
にお
け
る言
語
活
動
の
充
実
に向
け
た指
導
方
法
や
評
価
方
法
の
開
発
・研
究
、「
話

す
こと
」「
書
くこ
と」
等
の
パ
フォ
ー
マン
ス評
価
等
の
効
果
的
な
実
施
等
）
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背
景

課
題

今
後

５
年

間
ほ

どで
ア

ドバ
ン

ス
ト・

ラ
ー

ニ
ン

グ
・ネ

ット
ワ

ー
ク

を
形

成
した

拠
点

校
を

全
国

に
50

校
程

度
配

置
し、

将
来

的
に

Ｗ
Ｗ

L（
ワ

ー
ル

ド・
ワ

イ
ド・

ラ
ー

ニ
ン

グ
）

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

へ
とつ

な
げ

る

W
W

L（
ワ

ー
ル

ド
・ワ

イ
ド

・ラ
ー

ニ
ン

グ
）

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

構
築

支
援

事
業

令
和
2年
度
予
算
額
（
案
）
15
1百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

11
3百
万
円
）

ア
ドバ
ンス
ト・
ラー
ニン
グ
・ネ
ット
ワー
クの
イメ
ー
ジ

高
等
学
校
と関
係
機
関
を
つ

な
ぎ
、カ
リキ
ュラ
ム
を
研
究
開

発
す
る
人
材
（
カリ
キ
ュラ
ム
ア

ドバ
イザ
ー
）
等
の
配
置

国
際
会
議
の
開
催
等
に
より
、プ
ロジ
ェク
トが
効
果
的
に

機
能
す
る
よう
高
校
間
の
ネ
ット
ワー
クを
形
成

事
業
概
要

将
来
、イ
ノベ
ー
テ
ィブ
な
グ
ロー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、文

理
両
方
を
学
ぶ
高
校
改
革
と高
大
接
続
改
革
を推
進
す
る
リー

デ
ィン
グ
プ
ロジ
ェク
ト。

高
等
学
校
等
と国
内
外
の
大
学
、企
業
、国
際
機
関
等
が
協

働
し、
高
校
生
に
より
高
度
な
学
び
を提
供
す
る
仕
組
み
を
構
築
。

グ
ロー
バ
ル
な
社
会
課
題
研
究
の
カリ
キ
ュラ
ム
開
発

や
研
究
内
容
と関
連
す
る

高
校
生
国
際
会
議
の
開
催

大
学
教
育
の
先
取
り履
修
を
単
位
認
定
す
る
取
組
や
高
度
か
つ

多
様
な
科
目
内
容
を
生
徒
個
人
の
興
味
・関
心
・特
性
に
応
じ

て
、履
修
可
能
とす
る
高
校
生
の
学
習
プロ
グ
ラム
／
コー
ス
を開

発
・実
践
。

これ
ま
で
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロー
バ
ル
ハ
イス
クー
ル
（
SG
H）
事
業

な
どの
取
組
の
実
績
を
活
用

So
ci

et
y 

5.
0に

向
け

た
リー

デ
ィン

グ
・プ

ロ
ジ

ェク
ト

委
託
先
：
都
道
府
県
市
教
育
委
員
会
、国
立
学
校
法
人
、学
校
法
人

対
象
学
校
：
国
公
私
立
高
等
学
校
及
び
中
高
一
貫
教
育
校

指
定
期
間
：
原
則
3年
（
3年
目
の
評
価
に
応
じて
延
長
可
）

拠
点
校
数
：
15
拠
点

（
新
規
5拠
点
・継
続
10
拠
点
）

委
託
経
費
：
年
間
90
0万
円
程
度
／
件

（
研
究
開
発
内
容
や
対
象
生
徒
な
ど規
模
に
応
じて
決
定
）

調
査
研
究
：
1件
（
事
業
の
評
価
・検
証
の
在
り方
を
検
討
。代
表
的
な
取
組

事
例
や
優
良
事
例
を
把
握
・公
表
）

【高
校

生
ES

D
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
20

18
年

11
月

】
【高

校
生

ES
D

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

20
18

年
11

月
】
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５．道徳教育の充実

(前 年 度 予 算 額 4,207百万円）
令和２年度予算額(案) 4,236百万円

１．要 旨

平成27年３月に、道徳教育に係る学習指導要領等の一部改正を行い、これまで

の小・中学校における道徳の時間を教育課程上 「特別の教科 道徳 （以下「道、 」

徳科」という ）と新たに位置付けるとともに、いじめの問題への対応の充実や。

発達の段階をより一層踏まえた体系的なものとする観点からの内容の改善、問題

解決的な学習を取り入れるなどの指導方法の工夫を図ることなどを示した。

また、高等学校の道徳教育においては、平成30年３月に公示した高等学校学習

指導要領において、中学校までの道徳科の学習等を通じて深めた道徳的価値の理

解を基にしながら、人間としての在り方生き方に関する教育の充実を図る等、小

学校から高等学校までの系統的な指導の充実を図った。

これらの取組は、道徳教育について「考える道徳 「議論する道徳」へと質的」、

に転換を図るものであり、令和２年度から順次、全面実施される新学習指導要領

を踏まえた道徳教育が着実に行われるよう、改正学習指導要領の趣旨を生かした

効果的な指導や評価、推進体制を構築するため研究協議会の開催等を通じた小・

中・高等学校の教師の指導力向上を図る。

さらに、学校・家庭・地域の連 を行う。携による道徳教育の取組の支援等

２．内 容

○ 道徳教育の抜本的改善・充実等 4,236百万円(4,207百万円)

（１）道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援

小・中学校における道徳科を要とした各教科等を通じた道徳教育及び高等学

校における道徳教育の効果的な推進の方法、道徳科の指導方法や評価及び推進

体制等に係る指導主事・教員等の研究協議会を開催するとともに、地域教材の

活用等による地域の特色を生かした道徳教育の実践・普及、家庭・地域との連

携を強化する取組などを支援する。特に、高等学校においては、新たに規定さ

れた道徳教育推進教師の育成を中心とした教員研修の資料の開発を行う。

（２）道徳教育アーカイブの整備

道徳科の趣旨やねらいを踏まえた効果的な指導方法や評価方法について、現

在、各学校等で取り組まれている好事例や優れた教材を収集・集約・発信等す

るための機能を有した「道徳教育アーカイブ」の充実を図る。

（３）道徳科の教科書の無償給与

小学校及び中学校の道徳科の教科書を無償給与する。
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道
徳
教
育
の
抜
本
的
改
善
・充
実

令
和
２
年
度
予
算
額
（
案
）

4,
23
6百
万
円

(前
年
度
予
算
額

4,
20
7百
万
円
)

背
景背
景

１
．
道
徳
教
育
の
抜
本
的
改
善
・
充
実
に
係
る
支
援

①
特
色
あ
る
道
徳
教
育
の
取
組
の
支
援

各
地
域
の
道
徳
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の
取
組
を
支
援
。

・
小
・
中
学
校
に
お
け
る
「
特
別
の
教
科
道
徳
」
（
道
徳
科
）
の
指
導
方
法
や
評
価

方
法
の
研
究
・
成
果
普
及

・
小
・
中
・
高
等
学
校
に
お
け
る
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
た
道
徳
教
育
の

効
果
的
な
推
進
の
た
め
の
研
究
・
成
果
普
及

・
道
徳
教
育
を
担
当
す
る
指
導
主
事
や
道
徳
教
育
推
進
教
師
を
対
象
と
し
た
研
究

協
議
会
の
開
催
（
道
徳
科
の
評
価
及
び
道
徳
教
育
の
推
進
体
制
の
整
備
等
）

・
地
域
教
材
の
活
用
等
を
通
し
た
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
道
徳
教
育
の
実
践
・

成
果
普
及

・
家
庭
・
地
域
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
道
徳
教
育
の
充
実

小
学
校
及
び
中
学
校
の
道
徳
科
の
教
科
書
を
無
償
給
与
す
る
。

２
．
道
徳
科
の
教
科
書
の
無
償
給
与
（
小
・
中
学
校
分
）

②
道
徳
教
育
ア
ー
カ
イ
ブ
の
整
備

道
徳
科
の
趣
旨
や
ね
ら
い
を
踏
ま
え

た
効
果
的
な
指
導
方
法
や
評
価
方
法
に

つ
い
て
、
現
在
、
各
教
育
委
員
会
等
が

開
発
し
た
教
材
や
各
学
校
等
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
好
事
例
、
優
れ
た
教
材
を

収
集
・
集
約
・
発
信
す
る
機
能
を
有
し

た
「
道
徳
教
育
ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
充
実

を
図
る
。

③
社
会
全
体
の
機
運
の
醸
成

社
会
全
体
に
対
し
て
「
考
え
、

議
論
す
る
道
徳
」
の
趣
旨
や
内
容

の
理
解
を
広
め
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
連
携
し
て
社
会
全
体
で
子

供
た
ち
の
道
徳
性
を
育
む
機
運
を

醸
成
す
る
た
め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

等
の
取
組
を
実
施
す
る
。

平
成
2
5
年
2
月
教
育
再
生
実
行
会
議
「
い
じ
め
問
題
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
（
第
一
次
提
言
）
」

－
い
じ
め
問
題
の
根
本
的
な
解
決
に
向
け
た
道
徳
教
育
の
抜
本
的
な
充
実
を
提
言

1
2
月
「
道
徳
教
育
の
充
実
に
関
す
る
懇
談
会
」
報
告
－
「
特
別
の
教
科
道
徳
」
（
仮
称
）
の
設
置
等
に
つ
い
て
提
言

平
成
2
6
年
2
月
中
央
教
育
審
議
会
に
「
道
徳
に
係
る
教
育
課
程
の
改
善
等
に
つ
い
て
」
諮
問

1
0
月
中
央
教
育
審
議
会
か
ら
「
道
徳
に
係
る
教
育
課
程
の
改
善
等
に
つ
い
て
」
答
申

－
「
特
別
の
教
科
道
徳
」
（
仮
称
）
に
係
る
学
習
指
導
要
領
の
具
体
的
な
在
り
方
等
に
つ
い
て
提
言

平
成
2
7
年
3
月
学
習
指
導
要
領
の
一
部
改
正
等
（
平
成
2
7
年
度
か
ら
内
容
の
一
部
又
は
全
部
を
先
行
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
。
）

平
成
3
0
年
3
月
新
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
公
示

平
成
3
0
年
4
月
小
学
校
に
お
い
て
「
特
別
の
教
科
道
徳
」
が
全
面
実
施
※
教
科
書
の
無
償
給
与
開
始

平
成
3
1
年
4
月
中
学
校
に
お
い
て
「
特
別
の
教
科
道
徳
」
が
全
面
実
施
※
教
科
書
の
無
償
給
与
開
始

高
等
学
校
に
お
い
て
新
学
習
指
導
要
領
（
道
徳
教
育
関
係
）
が
実
施
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６．Society5.0に向けた人材育成

(前 年 度 予 算 額 643百万円）

令和２年度予算額（案） 862百万円

１．要 旨
「Society5.0に向けた人材育成～社会が変わる、学びが変わる～」(2018年6

月5日)において取りまとめた３つの方向性(①「公正に個別最適化された学び」
を実現する多様な学習の機会と場の提供、②基礎的読解力、数学的思考力など
の基盤的な学力や情報活用能力をすべての児童生徒が習得、③文理分断からの
脱却)に基づき、Society5.0という新たな時代に向けた具体的施策を展開する。

２．内 容
◆新時代の学びにおける先端技術導入実証研究事業【再掲】

453百万円(257百万円)
Society 5.0の時代に求められる資質・能力を育成するためには、新学習指導

要領の着実な実施やチームとしての学校運営の推進が不可欠であり、その中核
を担う教師を支え、その質を高めるツールとしての先端技術（データの利活用
を含む）には大きな可能性がある。
GIGAスクール構想を推進し、教師の指導や子供の学習の質をさらに高め、「子

供の力を最大限引き出す学び」を実現するため、様々な先端技術の効果的な活
用方法の整理・普及と、その基盤となるICT環境整備を一層促進する必要があり、
そのための実証を行う。

◆WWL（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業
151百万円(113百万円)

これまでのスーパーグローバルハイスクール(ＳＧＨ)などの取組の実績を活
用し、高等学校等と国内外の大学、企業、国際機関等が協働し、高校生により
高度な学びを提供する仕組みを構築する。グローバルな社会課題のカリキュラ
ム開発や研究内容と関連する高校生国際会議の開催、大学教育の先取り履修を
単位認定する取組や高度かつ多様な科目内容を生徒個人の興味・関心・特性に
応じて、履修可能とする高校生の学習プログラム/コースを開発・実践。

◆地域との協働による高等学校教育改革推進事業 252百万円(251百万円)
新高等学校学習指導要領を踏まえ、Society5.0を地域から分厚く支える人材

の育成に向けた教育改革を推進するため、「経済財政運営と改革の基本方針20
19」や「まち・ひと・しごと創生基本方針2019」に基づき、高等学校が自治体、
高等教育機関、産業界等と協働してコンソーシアムを構築し、地域課題の解決
等の探究的な学びを実現する取組を推進することで、地域振興の核としての高
等学校の機能強化を図る。

等

45



•
「誰
一
人
取
り残
す
こと
な
い
、公
正
に
個
別
最
適
化
され
た
学
び
」の
実
現
に
向
け
て
、

学
校
現
場
と企
業
等
との
協
働
に
よ
り、
昨
今
の
技
術
革
新
を
踏
ま
え
な
が
ら、
学
校
教
育

に
お
い
て
効
果
的
に
活
用
で
き
る
先
端
技
術
の
導
入
・活
用
に
つ
い
て
実
証
を
行
う。

•
学
習
指
導
、生
徒
指
導
、管
理
運
営
等
、学
校
全
体
に
お
い
て
先
端
技
術
を
活
用
し
た

事
例
を
創
出
す
る
とと
も
に
、学
校
教
育
の
中
で
先
端
技
術
が
効
果
的
に
作
用
す
る
と

考
え
られ
る
場
面
とそ
の
実
施
方
法
等
を
整
理
す
る
。

○
先
端
技
術
の
効
果
的
な
活
用
に
関
す
る
実
証

•
So
ci
et
y5
.0
の
時
代
に
求
め
られ
る
資
質
・能
力
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、新
学
習
指
導
要
領
の
着
実
な
実
施
や
チ
ー
ム
とし
て
の
学
校
運
営
の
推
進
が
不
可
欠
で
あ
り、

その
中
核
を
担
う教
師
を
支
え
、そ
の
質
を
高
め
る
ツー
ル
とし
て
の
先
端
技
術
（
デ
ー
タの
利
活
用
を
含
む
）
に
は
大
きな
可
能
性
が
あ
る
。

•
GI
GA
ス
クー
ル
構
想
を
推
進
し、
教
師
の
指
導
や
子
供
の
学
習
の
質
を
さら
に
高
め
、「
子
供
の
力
を
最
大
限
引
き出
す
学
び
」を
実
現
す
る
た
め
、様
々
な
先
端
技
術
の

効
果
的
な
活
用
方
法
の
整
理
・普
及
と、
その
基
盤
とな
る
IC
T環
境
整
備
を
一
層
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

趣
旨

新
時
代
の
学
び
に
お
け
る
先
端
技
術
導
入
実
証
研
究
事
業

成
果

全
国
の
自
治
体
・学
校
に
お
い
て
、G
IG
Aス
クー
ル
構
想
が
円
滑
に
実
現
され
る
。

「誰
一
人
取
り残
す
こと
の
な
い
、公
正
に
個
別
最
適
化
され
た
学
び
」の
実
現
に
向
け
た
、先
端
技
術
や
教
育
デ
ー
タを
効
果
的
に
活
用
した
教
育
活
動
が
展
開
され
る
。

希
望
す
る
全
て
の
初
等
中
等
教
育
段
階
の
学
校
が
、学
習
の
幅
を
広
げ
る
観
点
か
ら、
適
切
な
場
面
で
遠
隔
教
育
を
実
施
す
る
。

○
遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
の
効
果
的
な
活
用
に
関
す
る
実
証

•
教
師
の
指
導
や
子
供
た
ち
の
学
習
の
幅
を
広
げ
た
り、
学
習
機
会
の
確
保
を
図
った
りす
る

観
点
か
ら、
学
校
教
育
に
お
け
る
遠
隔
教
育
の
導
入
・活
用
に
関
す
る
実
証
を
行
う。

•
遠
隔
教
育
が
特
に
効
果
的
に
作
用
す
る
と考
え
られ
る
活
用
場
面
及
び
そ
の
実
施
方
法
、

IC
T機
器
の
設
置
等
に
関
す
る
留
意
点
等
を
整
理
す
る
。

（
多
様
な
学
習
環
境
の
実
現
・専
門
性
の
高
い
授
業
の
実
現
に
関
す
る
ポ
イン
ト
等
）

令
和
2年
度
予
算
額
（
案
）
45
3百
万
円

(前
年
度
予
算
額

25
7百
万
円
)

遠
隔
教
育

○
「

IC
T活
用
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
活
用

•
教
育
の
質
の
向
上
に
向
け
て
、全
国
の
自
治
体
に
お
け
る
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
加

速
とそ
の
効
果
的
な
活
用
を
一
層
促
進
す
る
た
め
、各
都
道
府
県
ご
とに
エ
リア
を
カバ
ー
し

た
支
援
ス
タッ
フの
配
置
（
教
員
研
修
講
師
、指
導
面
技
術
面
助
言
、遠
隔
教
育
実
施

の
サ
ポ
ー
ト等
）

•
GI
GA
ス
クー
ル
構
想
の
実
現
に
向
け
て
、多
様
な
学
校
の
規
模
・ニ
ー
ズ
等
に
対
応
で
き
る

よ
う、
様
々
な
通
信
回
線
・ネ
ット
ワ
ー
クの
構
成
に
つ
い
て
の
実
証
を
行
う。

•
W
i-F
iや
LT
E、
５
Gの
利
用
モ
デ
ル
、ま
た
、基
幹
網
とし
て
SI
NE
Tや
商
用
の
ネ
ット
ワ
ー

クの
活
用
モ
デ
ル
等
を
整
理
す
る
。

○
多
様
な
通
信
環
境
に
関
す
る
実
証
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背
景

課
題

今
後

５
年

間
ほ

どで
ア

ドバ
ン

ス
ト・

ラ
ー

ニ
ン

グ
・ネ

ット
ワ

ー
ク

を
形

成
した

拠
点

校
を

全
国

に
50

校
程

度
配

置
し、

将
来

的
に

Ｗ
Ｗ

L（
ワ

ー
ル

ド・
ワ

イ
ド・

ラ
ー

ニ
ン

グ
）

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

へ
とつ

な
げ

る

W
W

L（
ワ

ー
ル

ド
・ワ

イ
ド

・ラ
ー

ニ
ン

グ
）

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

構
築

支
援

事
業

令
和
2年
度
予
算
額
（
案
）
15
1百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

11
3百
万
円
）

ア
ドバ
ンス
ト・
ラー
ニン
グ
・ネ
ット
ワー
クの
イメ
ー
ジ

高
等
学
校
と関
係
機
関
を
つ

な
ぎ
、カ
リキ
ュラ
ム
を
研
究
開

発
す
る
人
材
（
カリ
キ
ュラ
ム
ア

ドバ
イザ
ー
）
等
の
配
置

国
際
会
議
の
開
催
等
に
より
、プ
ロジ
ェク
トが
効
果
的
に

機
能
す
る
よう
高
校
間
の
ネ
ット
ワー
クを
形
成

事
業
概
要

将
来
、イ
ノベ
ー
テ
ィブ
な
グ
ロー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、文

理
両
方
を
学
ぶ
高
校
改
革
と高
大
接
続
改
革
を推
進
す
る
リー

デ
ィン
グ
プ
ロジ
ェク
ト。

高
等
学
校
等
と国
内
外
の
大
学
、企
業
、国
際
機
関
等
が
協

働
し、
高
校
生
に
より
高
度
な
学
び
を提
供
す
る
仕
組
み
を
構
築
。

グ
ロー
バ
ル
な
社
会
課
題
研
究
の
カリ
キ
ュラ
ム
開
発

や
研
究
内
容
と関
連
す
る

高
校
生
国
際
会
議
の
開
催

大
学
教
育
の
先
取
り履
修
を
単
位
認
定
す
る
取
組
や
高
度
か
つ

多
様
な
科
目
内
容
を
生
徒
個
人
の
興
味
・関
心
・特
性
に
応
じ

て
、履
修
可
能
とす
る
高
校
生
の
学
習
プロ
グ
ラム
／
コー
ス
を開

発
・実
践
。

これ
ま
で
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロー
バ
ル
ハ
イス
クー
ル
（
SG
H）
事
業

な
どの
取
組
の
実
績
を
活
用

So
ci

et
y 

5.
0に

向
け

た
リー

デ
ィン

グ
・プ

ロ
ジ

ェク
ト

委
託
先
：
都
道
府
県
市
教
育
委
員
会
、国
立
学
校
法
人
、学
校
法
人

対
象
学
校
：
国
公
私
立
高
等
学
校
及
び
中
高
一
貫
教
育
校

指
定
期
間
：
原
則
3年
（
3年
目
の
評
価
に
応
じて
延
長
可
）

拠
点
校
数
：
15
拠
点

（
新
規
5拠
点
・継
続
10
拠
点
）

委
託
経
費
：
年
間
90
0万
円
程
度
／
件

（
研
究
開
発
内
容
や
対
象
生
徒
な
ど規
模
に
応
じて
決
定
）

調
査
研
究
：
1件
（
事
業
の
評
価
・検
証
の
在
り方
を
検
討
。代
表
的
な
取
組

事
例
や
優
良
事
例
を
把
握
・公
表
）

【高
校

生
ES

D
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
20

18
年

11
月

】
【高

校
生

ES
D

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

20
18

年
11

月
】
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【
グ
ロ
ー
カ
ル
型
】

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
っ
て
地
域
を
支
え

る
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

地
域
との
協
働
に
よ
る
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
事
業

【
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
型
】

地
域
の
産
業
界
等
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

実
践
的
な
職
業
教
育
を
推
進

令
和
2年
度
予
算
額
（
案
）
25
2百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

25
1百
万
円
）

新
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
、
地
域
を
分
厚
く
支
え
る
人
材
の
育
成
に
向
け
た
教
育
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
「
経
済
財
政
運
営

と
改
革
の
基
本
方
針
2
0
1
9
」
や
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針
2
0
1
9
」
に
基
づ
き
、
高
等
学
校
が
自
治
体
、
高
等
教
育
機
関
、
産

業
界
等
と
の
協
働
に
よ
り
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
構
築
し
、
地
域
課
題
の
解
決
等
の
探
究
的
な
学
び
を
実
現
す
る
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
地

域
振
興
の
核
と
し
て
の
高
等
学
校
の
機
能
強
化
を
図
る
。

高
等
学
校

地
域
と
の
協
働
に
よ
る
活
動
を
学
校
の
教
育
活
動
と
し
て
明
確
化

専
門
人
材
の
配
置
等
、
校
内
体
制
の
構
築

学
校
と
地
域
と
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
指
定

将
来
の
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
・
求
め
る
人
材
像
を
共
有
し
、
地
域
協
働

に
資
す
る
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
開
発

高
校
生
と
地
域
課
題
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

効
果
的
に
行
う
た
め
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
構
築

【
地
域
魅
力
化
型
】

地
域
課
題
の
解
決
等
を
通
じ
た
学
習
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
構
築
し
、
地
域
な
ら
で
は
の
新
し

い
価
値
を
創
造
す
る
人
材
を
育
成

地
域
の
実
情
や
人
材
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
取
組
を
展
開

（
R
2
新
規
指
定

1
3
件
程
度
）

（
Ｒ
１
指
定
校

合
計
5
1
校
）

【
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
構
築
の
た
め
の
調
査
研
究
】

成
果
指
標
等
の
作
成
検
証
等
に
よ
る
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
教
育
改
革
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
構
築
，
成
果
普
及
の
た
め
の
全
国
サ
ミ
ッ

ト
等
を
実
施

※
専
門
学
科
を
中
心
に
実
施

（
Ｒ
１
指
定
校

1
1
校
）

※
普
通
科
を
中
心
に
実
施

（
Ｒ
1
指
定
校

2
0
校
）

都
道
府
県

地
域
Ｎ
Ｐ
Ｏ

産
業
界

社
会
教
育
機
関

（
公
民
館
等
）

大
学
・

専
修
学
校
等

市
町
村

小
中
学
校
等

【
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
】

※
全
学
科
を
対
象
に
実
施

（
Ｒ
１
指
定
校
2
0
校
）
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７．虐待、いじめ・不登校対応等の推進

(前 年 度 予 算 額 6,931百万円）

令和２年度予算額（案） 7,166百万円

１．要 旨

「教育再生実行会議提言」、「いじめ防止対策推進法」、「いじめの防止等の

ための基本的な方針」及び「第３期教育振興基本計画」を踏まえ、いじめの

未然防止、早期発見・早期対応や教育相談体制の整備及びインターネットや

ＳＮＳを通じて行われるいじめへの対応など、地方公共団体等におけるいじ

め問題をはじめとする生徒指導上の諸課題への対応のための支援体制を整備

するほか、専門スタッフの配置充実を図る。

また、平成２８年に成立した「義務教育の段階における普通教育に相当す

る教育の機会の確保等に関する法律」及び同法に基づき策定した基本指針を

踏まえ、不登校児童生徒等に対する教育機会の確保の推進のため、教育委員

会・学校、関係機関の連携等による不登校児童生徒へのきめ細かな支援体制

の整備を推進するとともに、夜間中学の設置促進等を図る。

２．内 容

◆ いじめ対策・不登校支援等総合推進事業 7,091百万円（ 6,885百万円）

（１）外部専門家を活用した教育相談体制の整備・関係機関との連携強化等

7,021百万円（ 6,690百万円）

①スクールカウンセラーの配置充実〔補助率１／３〕

〔補助事業者：都道府県、政令指定都市〕

・スクールカウンセラーの全公立小中学校への配置(27,500校）

・いじめ・不登校対策のための重点配置（500校）

・貧困対策のための重点配置（1,400校）

・虐待対策のための重点配置（1,000校）

・教育支援センターの機能強化（250箇所）

・スーパーバイザーの配置（67人） 等

②スクールソーシャルワーカーの配置充実〔補助率１／３〕

〔補助事業者：都道府県、政令指定都市、中核市〕

・スクールソーシャルワーカーの全中学校区への配置（10,000中学校区）

・いじめ・不登校対策のための重点配置（500校）

・貧困対策のための重点配置（1,400校）

・虐待対策のための重点配置（1,000校）

・教育支援センターの機能強化（250箇所）

・スーパーバイザーの配置（67人） 等
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③２４時間子供ＳＯＳダイヤル

いじめ等を含む子供のＳＯＳを受け止めるための通話料無料の電話相

談の実施。

④ＳＮＳ等を活用した相談体制の構築に対する支援

いじめを含め、様々な悩みを抱える児童生徒に対するＳＮＳ等を活用し

た相談体制の構築を図る。

・ＳＮＳ等を活用した相談体制構築事業（30地域）〔補助率：定額〕

⑤不登校児童生徒に対する支援推進事業【新規】〔補助率１/３〕

自治体や民間団体等が行う学校以外の場における不登校児童生徒に対す

る支援体制の整備を推進（67地域）

（２）いじめ対策・不登校支援等推進事業 41百万円( 167百万円)

①自殺予防に対する効果的な取組に関する調査研究

②スクールカウンセラー及びスクールソーシャルワーカーの常勤化に向け

た調査研究

③不登校児童生徒の実態把握等に関する調査研究【新規】

④ＳＮＳ等を活用した相談体制の在り方に関する調査研究

≪関連施策≫

○教職員定数の改善

（いじめ・不登校等の未然防止・早期対応等の強化 ＋100人）

○道徳教育の抜本的改善・充実等

○補習等のための指導員等派遣事業

・公立学校における、いじめ・不登校等への対応のため、教師をサポート

する人材の配置を支援〔補助率１／3〕

◆ 夜間中学の設置促進・充実 75百万円( 46百万円)

平成28年12月に成立した教育機会確保法及び第３期教育振興基本計画等

を踏まえ、①夜間中学の新設・運営補助、②都道府県における協議会等の

設置・充実、③既設の夜間中学における教育活動の充実を図ること等によ

り、夜間中学における就学機会の提供を推進する。

（参考：復興特別会計）

◇緊急スクールカウンセラー等活用事業 2,219百万円( 2,378百万円)

被災した幼児児童生徒・教職員等の心のケアや、教職員・保護者等

への助言・援助、学校教育活動の復興支援、福祉関係機関との連携調

整等様々な課題に対応するため、スクールカウンセラー等を活用する

経費を支援。
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い
じ
め
対
策
・
不
登
校
支
援
等
総
合
推
進
事
業

令
和
２
年
度
予
算
額
（
案
）

7
,0

9
1
百
万
円

(前
年
度
予
算
額

6
,8

8
5
百
万
円

)

①
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
充
実

・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
：
全
公
立
小
中
学
校
へ
の
配
置
（

2
7
,5

0
0
校
）

・
虐
待
対
策
、
い
じ
め
・
不
登
校
対
策
、
貧
困
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置

・
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
適
応
指
導
教
室
）
の
機
能
強
化

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
配
置

・
連
絡
協
議
会
の
開
催
等
を
通
じ
た
質
向
上
の
取
組
の
支
援

②
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
充
実

・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
：
全
中
学
校
区
へ
の
配
置
（

1
0
,0

0
0
中
学
校
区
）

・
虐
待
対
策
、
い
じ
め
・
不
登
校
対
策
、
貧
困
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置

・
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
適
応
指
導
教
室
）
の
機
能
強
化

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
配
置

・
連
絡
協
議
会
の
開
催
等
を
通
じ
た
質
向
上
の
取
組
の
支
援

「教
育
再
生
実
行
会
議
提
言
」、
「い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
」、
「い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
基
本
的
な
方
針
」及

び
「第

3
期
教
育
振
興
基
本
計
画
」を
踏
ま
え
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
・
早
期

対
応
や
教
育
相
談
体
制
の
整
備
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
い
じ
め
へ
の
対
応
な
ど
、
地
方
公
共
団
体
等
に
お
け
る
い
じ
め
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
生
徒
指
導
上
の
諸
課
題
へ
の
対
応
の
た
め

の
支
援
体
制
を
整
備
す
る
ほ
か
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
充
実
を
図
る
。

ま
た
、
平
成
２
８
年
に
成
立
し
た
「義

務
教
育
の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育
の
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」及

び
同
法
に
基
づ
き
策
定
し
た
基
本
指
針
を
踏
ま
え
、
不
登
校
児
童
生
徒
に

対
す
る
教
育
機
会
の
確
保
の
推
進
の
た
め
、
教
育
委
員
会
・学

校
、
関
係
機
関
の
連
携
等
に
よ
る
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
き
め
細
か
な
支
援
体
制
の
整
備
を
推
進
す
る
。

■
早
期
発
見
・
早
期
対
応
（
外
部
専
門
家
を
活
用
し
た
教
育
相
談
体
制
の
整
備
・
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
等
）
7
,0
2
1
百
万
円
（
6
,6
9
0
百
万
円
）

◇
第

3
期
教
育
振
興
基
本
計
画
～
抜
粋
～

（
平
成

3
0
年

6
月
閣
議
決
定
）

2
0
1
9
年
度
ま
で
に
、
原
則
と
し
て
、

S
C
 を
全
公
立
小

中
学
校
に
配
置
す
る
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
を
全
中
学
校
区
に

配
置
し
、
そ
れ
以
降
は
配
置
状
況
も
踏
ま
え
、
配
置
時
間
の

充
実
等
学
校
に
お
け
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
配
置

条
件
の
実
現
を
目
指
す
。

【
い
じ
め
対
策
、
不
登
校
支
援
等
に
対
応
す
る
た
め
、
先
進
的
調
査
研
究
を
委
託
】

■
い
じ
め
対
策
・
不
登
校
支
援
等
推
進
事
業

4
1
百
万
円
（
1
6
7
百
万
円
）

①
教
職
員
定
数
の
改
善

新
学
習
指
導
要
領
の
円
滑
な
実
施
と
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
実
現
の
た
め
の
指
導
・

運
営
体
制
の
構
築
に
向
け
、
教
職
員
定
数
を
改
善
。
そ
の
中
で
、
い
じ
め
・
不
登
校
等
の
未

然
防
止
・
早
期
対
応
等
の
強
化
の
た
め
、
+

1
0
0
人
の
定
数
改
善
を
計
上
。

②
教
員
研
修
の
充
実

教
職
員
支
援
機
構
に
お
い
て
、
い
じ
め
の
問
題
に
関
す
る
情
報
共
有
や
組
織
的
対
応
を
柱

と
し
た
指
導
者
養
成
研
修
の
実
施

③
道
徳
教
育
の
抜
本
的
改
善
・充

実
等

教
育
委
員
会
等
が
行
う
研
修
や
地
域
教
材
の
活
用
等
に
よ
る
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
道

徳
教
育
の
実
践
・
普
及
へ
の
支
援
、
道
徳
科
の
教
科
書
の
無
償
給
与
（
小
・
中
学
校
）
等

④
健
全
育
成
の
た
め
の
体
験
活
動
の
推
進

児
童
生
徒
の
社
会
性
を
育
む
農
山
漁
村
等
に
お
け
る
様
々
な
体
験
活
動
の
推
進

■
【
関
連
施
策
】

③
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談
体
制
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究

（
１
箇
所
）

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談
体
制
の
展
開
を
図
り
つ
つ
、
効
果
的
・
効

率
的
な
相
談
受
付
日
や
受
付
時
間
等
、
適
正
規
模
の
相
談
体
制
の
在

り
方
、
相
談
技
法
や
シ
ス
テ
ム
の
確
立
等
の
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談
と
電
話
相
談
の
有
機
的
な
連
携
の
仕
組
み
を
明

ら
か
に
す
る
調
査
研
究

④
不
登
校
児
童
生
徒
の
実
態
把
握
等
に
関
す
る
調
査
研
究
(９
箇
所
)

・
不
登
校
に
な
っ
た
要
因
や
学
校
外
で
受
け
て
い
る
相
談
・
指
導
の
状
況
、

支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
等
、
不
登
校
の
未
然
防
止
や
不
登
校
児
童
生
徒

へ
の
支
援
の
在
り
方
等
を
検
討
し
て
い
く
上
で
必
要
と
な
る
不
登
校
児
童

生
徒
の
実
態
把
握
等
を
行
う
た
め
の
調
査
研
究

①
自
殺
予
防
に
対
す
る
効
果
的
な
取
組
に
関
す
る
調
査
研
究

（
２
箇
所
）

・
子
供
の
自
殺
予
防
の
た
め
、
自
殺
総
合
対
策
大
綱
に
盛
り
込
ま
れ
た

「
S
O

S
の
出
し
方
に
関
す
る
教
育
」
と
従
来
の
自
殺
予
防
教
育
を
組

み
合
わ
せ
て
段
階
的
に
実
施
す
る
こ
と
の
有
効
性
を
検
証
す
る
た
め
の

調
査
研
究

②
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
及
び
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
常

勤
化
に
向
け
た
調
査
研
究
（
１
箇
所
）

・
学
校
教
育
法
等
に
お
い
て

S
C
及
び

S
S
W
が
正
規
の
職
員
と
し
て
規

定
さ
れ
た
場
合
を
想
定
し
、
チ
ー
ム
学
校
の
一
員
と
し
て
Ｓ
Ｃ
及
び
Ｓ

Ｓ
Ｗ
の
連
携
の
在
り
方
や
、
週
５
日
配
置
へ
向
け
た
働
き
方
及
び

学
校
・
関
係
機
関
と
の
連
携
方
策
に
つ
い
て
検
証
す
る
た
め
の
調
査

研
究

③
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援
推
進
事
業

・
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
核
と
し
た
教
育
委
員
会
等
と
関
係
機
関
、

民
間
団
体
等
の
連
携
に
よ
る
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
体
制

の
整
備

・
関
係
機
関
と
の
連
携
を
支
援
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
の
配
置

・
学
校
以
外
の
場
に
お
け
る
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
の
推
進

④
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談
体
制
構
築
事
業

・
い
じ
め
を
含
め
、
様
々
な
悩
み
を
抱
え
る
児
童
生
徒
に
対
す
る

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談
体
制
の
構
築
を
支
援
（

3
0
箇
所
）

す
る
。

⑤
幅
広
い
外
部
専
門
家
を
活
用
し
て
い
じ
め
問
題
等
の
解
決

に
向
け
て
調
整
、
支
援
す
る
取
組
の
促
進
等
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ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
教
育
相
談
体
制
の
充
実

令
和
2
年
度
予
算
額
（
案
）
6
,6
7
1
百
万
円

（
前
年
度
予
算
額
6
,4
6
0
百
万
円
)

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

等
活
用
事
業

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

活
用
事
業

◆
義
務
教
育
段
階
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
、
平
成
2
4
年
度
か
ら
６
年
連
続
で
全
体
の
人
数
・児

童
生
徒
千
人
当
た
り
の
人
数
と
も
に
増
加
し
て
お
り
、

様
々
な
課
題
を
抱
え
る
児
童
生
徒
へ
の
早
期
支
援
、
不
登
校
状
態
に
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
手
厚
い
支
援
に
向
け
た
相
談
体
制
の
充
実
が
必
要
。

◆
ま
た
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
昨
今
の
児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
の
急
増
等
を
踏
ま
え
、
学
校
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
未
然
防
止
・早

期
発
見
や
、

児
童
虐
待
発
生
時
の
迅
速
・的

確
な
対
応
に
向
け
た
相
談
体
制
の
充
実
も
喫
緊
の
課
題
。

補
助
制
度

令
和
2
年
度
予
算
額
（
案
）
：
4
,8
6
6
百
万
円
(前
年
度
予
算
額
：
4
,7
3
8
百
万
円
）

令
和
2
年
度
予
算
額
（
案
）
：
1
,8
0
6
百
万
円
(前
年
度
予
算
額
：
1
,7
2
2
百
万
円
）

✓
児
童
生
徒
の
心
理
に
関
し
て
専
門
的
な
知
識
・経

験
を

有
す
る
者

（
公
認
心
理
師
、
臨
床
心
理
士
等
）

✓
福
祉
に
関
し
て
専
門
的
な
知
識
・経

験
を
有
す
る
者

（
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
等
）

求
め
ら
れ
る
能
力
・
資
格

✓
補
助
率
：
１
／
３

✓
補
助
対
象
：
都
道
府
県
・
政
令
市

✓
補
助
率
：
１
／
３

✓
補
助
対
象
：
都
道
府
県
・政

令
市
・中

核
市

✓
全
公
立
小
中
学
校
に
対
す
る
配
置
（
2
7
,5
0
0
校
）

基
盤
と
な
る
配
置

✓
全
中
学
校
区
に
対
す
る
配
置
（
1
0
,0
0
0
中
学
校
区
）

➢
い
じ
め
・
不
登
校
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置
：
5
0
0
校

（
新
規
）

重 点 配 置 等

い
じ
め

不
登
校

虐
待

貧
困

➢
虐
待
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置

：
1
,0
0
0
校

（
新
規
）

質
の
向
上

➢
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
配
置

：
6
7
人

（
新
規
）

➢
い
じ
め
・
不
登
校
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置
：
5
0
0
校

（
新
規
）

➢
虐
待
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置

：
1
,0
0
0
校

（
新
規
）

➢
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
配
置

：
6
7
人
（
←
4
7
人
）

児
童
生
徒
10
00
人
当
た
り
の

不
登
校
児
童
生
徒
数
（
小
中
）

⇒
児
童
の
心
理
に
関
す
る
支
援
に
従
事

（
学
教
法
施
行
規
則
）

⇒
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
支
援
に
従
事

（
学
教
法
施
行
規
則
）

※
不
登
校
特
例
校
や
夜
間
中
学
へ
の
配
置
を
含
む

➢
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

：
2
5
0
箇
所

（
新
規
）

※
不
登
校
特
例
校
や
夜
間
中
学
へ
の
配
置
を
含
む

※
単
位
：
人

➢
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

：
2
5
0
箇
所

➢
貧
困
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置

：
1
,4
0
0
校

➢
貧
困
対
策
の
た
め
の
重
点
配
置

：
1
,4
0
0
校
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Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談
事
業

令
和
２
年
度
予
算
額
（
案
）

２
１
０
百
万
円

(前
年
度
予
算
額
：
２
１
０
百
万
円
)

【イ
メ
ー
ジ
】
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
も

送
信
可
能
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
の
ト
ラ
ブ
ル
等
を

正
確
か
つ
容
易
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る

教
育
委
員
会
、

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

や
民
間
団
体
等

で
受
信

（
例
）
自
殺
を
ほ
の
め
か
す
等
、
命
に
関
わ
る
相
談
の
場
合
の
連
絡
の
流
れ

臨
床
心
理
士
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
上
の
子
供
の

気
持
ち
が
わ
か
る

若
者
等
が
対
応

教
育
委
員
会
等

（
福
祉
部
局
と
共
同
・連
携
）

安
全
を
確
認

学
校

緊
急
の
場
合

警
察
、
児
童
相
談
所
等

と
連
携
し
対
応

＜
背
景
＞

○
い
じ
め
を
含
め
、
様
々
な
悩
み
を
抱
え
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
相
談
体
制
の
拡
充
は
、
相
談
に
係
る
多
様
な

選
択
肢
を
用
意
し
、
問
題
の
深
刻
化
を
未
然
に
防
止
す
る
観
点
か
ら
喫
緊
の
課
題
。

○
ま
た
、
座
間
市
に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
高
校
生
3
人
を
含
む
9
人
の
方
が
殺
害
さ
れ
た
残
忍
な
事
件
を

受
け
、
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
自
殺
願
望
を
発
信
す
る
若
者
が
適
切
な
相
談
相
手
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
等
に
伴
い
、
最
近
の
若
年
層
の
用
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
に
お
い
て
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
圧
倒
的
な
割
合
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
参
考
）

Ｈ
3
0
年
[平
日
1
日
]コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
系
メ
デ
ィ
ア
の
平
均
利
用
時
間
（
令
和
元
年
度
版
情
報
通
信
白
書
（
総
務
省
）
）

1
0
代
：
携
帯
通
話
3.
1分
、
固
定
通
話
0
.0
分
、
ネ
ッ
ト
通
話
5.
1分
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
利
用
71
.6
分
、
メ
ー
ル
利
用
1
3.
5
分

＜
事
業
概
要
＞
①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談
体
制
の
構
築
に
対
す
る
支
援

②
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談
体
制
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究

○
事
業
形
態
：
①
補
助
事
業
（補
助
率
：
定
額
）

②
委
託
事
業

○
実
施
主
体
：
①
原
則
、
都
道
府
県
・
指
定
都
市

※
但
し
、
指
定
都
市
を
除
く
市
区
町
村
は
、
将
来
的
な
都
道
府
県
等
に
よ
る
広
域
的
な

相
談
体
制
の
構
築
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
る
。

②
民
間
団
体
等

○
実
施
箇
所
：
①
３
０
箇
所

②
１
団
体

○
事
業
内
容
：

・
相
談
対
象
者

：
原
則
、
児
童
生
徒

・
相
談
受
付
時
間
：
児
童
生
徒
が
相
談
し
や
す
い
平
日
午
後
5時
～
午
後
10
時
ま
で
や
、

長
期
休
業
明
け
前
後
や
日
曜
日
な
ど
。

・
実
施
内
容

：
①
既
に
相
談
体
制
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
地
域
に
お
い
て
、
児
童
生
徒
が
相
談
し
や
す
い
よ
う

改
善
を
図
っ
た
相
談
体
制
を
構
築
。
（
既
に
文
部
科
学
省
の
事
業
を
実
施
し
た
自
治
体
に
限
る
。
）

②
相
談
体
制
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
地
域
に
お
い
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談
を
行
い
つ

つ
、
効
果
的
・
効
率
的
な
相
談
受
付
日
や
受
付
時
間
等
、
適
正
規
模
の
相
談
体
制
の
在
り
方
、

相
談
技
法
や
シ
ス
テ
ム
の
確
立
等
の
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
相
談
と
電
話

相
談
の
有
機
的
な
連
携
の
仕
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
研
究
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

さ
ら
に
、
広
く
若
者
一
般
を
対
象
と
し
た
S
N
S
に
よ
る
相
談
事
業
を
実
施
す
る
厚
生
労
働
省
と
、
児
童
生
徒
を
対
象
と
す
る

文
部
科
学
省
が
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
か
ら
得
た
知
見
を
共
有
す
る
な
ど
連
携
し
、
S
N
S
等
を
活
用
し
た
相
談
対
応
の
強
化
を
図
る
。
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不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援
推
進
事
業

■
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
に
係
る
関
係
機
関
の
連
携
体
制
の
整
備

不
登
校
に
係
る
相
談
窓
口
を
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

を
中
核
と
し
た
教
育
委
員
会
等
と
関
係
機
関
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の
民
間
団
体
等
の
連
携
に

よ
る
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
体
制
の
整
備

・
関
係
者
間
の
情
報
共
有
を
図
る
た
め
、
不
登
校
児
童
生
徒
支
援
協
議
会
等
を
設
置

・
関
係
機
関
と
の
連
携
を
支
援
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
の
配
置

■
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
活
用
事
業
・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
活
用
事
業

令
和
２
年
度
予
算
額
（
案
）
6
,6
7
1
百
万
円

１
．
事
業
内
容

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
に
よ
る
教
育
相
談
体
制
の
整
備
に
要
す

る
経
費
の
補
助
。

２
．
補
助
事
業
者

都
道
府
県
・
指
定
都
市

（
S
S
W
の
み
中
核
市
も
対
象
、
市
区
町
村
は
間
接
補
助
）

３
．
補
助
率

１
／
３

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置

（
関
連
施
策
）

令
和
２
年
度
予
算
額
（
案
）
1
6
6
百
万
円

（
令
和
２
年
度
新
規

）

（
1
4
8
百
万
円
）

■
学
校
以
外
の
場
に
お
け
る
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
の
推
進

自
治
体
が
行
う
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援
の
推
進

・
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の
民
間
団
体
と
連
携
し
た
保
護
者
学
習
会
や
研
修
等
の
実
施

・
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相
談
・
支
援
体
制
の
強
化

【背
景
】

○
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
６
年
連
続
増
加
（
平
成
3
0
年
度
の
小
・中

学
校
に
お
け
る
不
登
校
児
童
生
徒
数
：
約
１
６
万
５
千
人
）

○
平
成
２
８
年
１
２
月
７
日
、
「義

務
教
育
の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育
の
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
」が
成
立
し
、
同
法
第
７
条
を
踏
ま
え
、

平
成
２
９
年
３
月
、
「義

務
教
育
の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育
の
機
会
の
確
保
等
に
関
す
る
基
本
指
針
」を
策
定

⇒
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
多
様
で
適
切
な
教
育
機
会
の
確
保
が
重
要

■
不
登
校
に
関
す
る
実
態
調
査

不
登
校
児
童
生
徒
数
は
６
年
連
続
増
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
要
因
は
複
雑
化
・

多
様
化
し
て
お
り
、
不
登
校
の
未
然
防
止
や
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
必
要
な
支
援
の

在
り
方
等
を
検
討
す
る
上
で
、
そ
の
実
態
を
詳
細
に
把
握
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

（
主
な
調
査
項
目
）

・不
登
校
に
な
っ
た
要
因
、
支
援
に
関
す
る
ニ
ー
ズ

等

■
教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
（
教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
学
校
支
援
経
費
）

令
和
２
年
度
予
算
額
（
案
）
2
,0
5
0
百
万
円
の
内
数

１
．
事
業
内
容

私
立
学
校
に
お
け
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
IC
T
専
門
員
等
の
活
用

に
よ
る
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
教
育
機
会
の
確
保
に
要
す
る
経
費
の
補
助
。

２
．
補
助
事
業
者

都
道
府
県

３
．
補
助
率

１
／
２

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対
応
に
取
り
組
む
私
立
学
校
へ
の
支
援

（
関
連
施
策
）

（
1
7
百
万
円
）

学
校

保
健
・福

祉
関
係
機
関

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

民
間
団
体

医
療
機
関

首
長
部
局

教
育
委
員
会

不
登
校
児
童
生
徒
支
援
協
議
会

個
々
の
状
況
に

応
じ
た

支
援
の
実
施

家
庭

■
学
力
向
上
を
目
的
と
し
た
学
校
教
育
活
動
支
援

令
和
２
年
度
予
算
額
（
案
）
3
,1
9
8
百
万
円
の
内
数

１
．
事
業
内
容

い
じ
め
・
不
登
校
等
へ
の
対
応
の
た
め
、
教
師
に
加
え
て
多
彩
な
人
材
が
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
学
校
の

教
育
活
動
に
参
画
す
る
取
組
に
要
す
る
経
費
の
補
助
。

２
．
補
助
事
業
者

都
道
府
県
・
指
定
都
市

（
市
区
町
村
は
間
接
補
助
）

３
．
補
助
率

１
／
３

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
配
置

（
関
連
施
策
）

【委
託
事
業
・
新
規
】

【補
助
事
業
者
：
都
道
府
県
・
指
定
都
市
（
補
助
率
：
1
/
3
）
・
新
規
】

Ⅰ
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る
支
援
体
制
の
整
備
推
進

Ⅱ
不
登
校
児
童
生
徒
の
実
態
把
握
等
に
関
す
る
調
査
研
究

■
経
済
的
支
援
の
在
り
方
に
関
す
る
実
証
研
究
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○
全
国
に
は
義
務
教
育
未
修
了
が
少
な
くと
も
約
12
.8
万
人
い
る
ほ
か
、近
年

不
登
校
児
童
生
徒
が
増
加
。さ
らに
、出
入
国
管
理
法
の
改
正
に
よ
り、
外
国

人
の
数
は
増
加
す
る
見
込
み

○
平
成
28
年
12
月
に
「教
育
機
会
確
保
法
」が
成
立
。平
成
30
年
6月
、「
第
３

期
教
育
進
行
基
本
計
画
」で
全
都
道
府
県
に
少
な
くと
も
一
つ
の
夜
間
中
学
設
置

を
目
指
す
こと
とし
た
。平
成
31
年
度
に
2校
新
設
され
、現
在
、全
国
９
都
府
県

27
市
区
に
33
校
。各
地
で
設
置
の
機
運
が
高
ま
って
い
る
。

〇
今
後
、全
て
の
指
定
都
市
に
お
け
る
設
置
も
促
進
。

背
景
説
明

教
育
機
会
確
保
法
等
に
基
づ
き
、義
務
教
育
の
機
会
を
実
質
的

に
保
障
す
る
た
め
、以
下
を
進
め
る
。

・
都
道
府
県
、指
定
都
市
等
に
お
け
る
夜
間
中
学
の
設
置
促
進

（
特
に
、未
設
置
の
３
８
道
県
、１
３
指
定
都
市
）

・
多
様
な
生
徒
に
対
応
す
る
た
め
の
夜
間
中
学
の
教
育
活
動
の
充
実

目
的
・目
標

事
業
を
実
施
して
、

期
待
さ
れ
る
効
果

義
務
教
育
の
段
階
に
お
け
る
普
通
教
育
に
相
当
す
る
教
育
を
十
分
に
受
け
て
い
な
い

者
の
意
思
を
十
分
に
尊
重
しつ
つ
、そ
の
年
齢
又
は
国
籍
そ
の
他
の
置
か
れ
て
い
る
事

情
に
か
か
わ
りな
く、
そ
の
能
力
に
応
じた
教
育
を
受
け
る
機
会
が
確
保
され
る
よ
うに
す

る
とと
も
に
、そ
の
者
が
、そ
の
教
育
を
通
じて
、社
会
に
お
い
て
自
立
的
に
生
き
る
基
礎

を培
い
、豊
か
な
人
生
を
送
る
こと
が
で
きる
（
教
育
機
会
確
保
法
第
３
条
）
こと

●
夜
間
中
学
新
設
準
備
・
運
営
補
助
（
補
助
事
業
）
【
新
規
】

５
５
，
０
０
０
千
円

夜
間
中
学
新
設
準
備
に
伴
う
協
議
会
等
の
設
置
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
雇
用
、
ニ
ー

ズ
調
査
実
施
、
広
報
活
動
な
ど
の
設
置
に
向
け
た
準
備
に
係
る
経
費
及
び
開
設
後
の

円
滑
な
運
営
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
、
設
置
準
備
を
行
う
２
年
間
は
４
,０
０
０
千
円
、
開

設
後
３
年
間
は
２
,５
０
０
千
円
を
上
限
に
補
助
（
補
助
率
１
／
３
）

●
夜
間
中
学
に
お
け
る
教
育
活
動
充
実
（
委
託
）

１
０
，
０
０
０
千
円

夜
間
中
学
に
お
け
る
多
様
な
生
徒
の
実
態
等
に
応
じ
て
教
育
活
動
を
充
実
し
て
い
く
た
め
に

必
要
な
環
境
整
備
の
在
り
方
を
検
証
。

・
高
齢
者
や
外
国
人
向
け
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発

・
不
登
校
経
験
者
支
援
の
た
め
の
相
談
体
制
の
整
備

・
他
市
町
村
の
夜
間
中
学
や
域
内
の
昼
間
の
中
学
校
、
近
隣
の
定
時
制
高
校
と
の
連
携

・
効
果
的
な
学
校
行
事
や
校
外
活
動
等
の
在
り
方

・
遠
方
か
ら
通
学
す
る
生
徒
へ
の
支
援
の
在
り
方
な
ど

・
教
育
機
会
確
保
法
第
１
５
条
に
基
づ
く
協
議
会
の
設
置
・活
用

※
Ｓ
Ｃ
・
Ｓ
Ｓ
Ｗ
、
日
本
語
指
導
補
助
者
、
母
語
支
援
員
等
は
関
係
事
業
で
対
応

◆
は
文
部
科
学
省
が
直
接
執
行
す
る
予
算
を
表
す
。

夜
間
中
学
の
さ
らな
る
設
置
促
進

夜
間
中
学
の
教
育
活
動
の
充
実

夜
間
中
学
の
設
置
促
進
・充
実

令
和
２
年
度
予
算
額
（
案
）

７
５
百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

４
６
百
万
円
)

⇒
夜
間
中
学
の
な
い
４
３
地
域
に
お
け
る
設
置

⇒
協
議
会
等
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
３
０
地
域
へ
の
設
置

⇒
既
設
の
夜
間
中
学
の
教
育
活
動
の
充
実
・受
入
れ
拡
大

◆
夜
間
中
学
に
つ
い
て
の
広
報
活
動

教
育
機
会
確
保
法
の
趣
旨
や
基
本
指
針
の
内
容
、
夜
間
中
学
の
活
動
等
を
周
知

す
る
た
め
の
説
明
会
の
開
催
や
夜
間
中
学
を
周
知
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
・
配
布
等
し
、

国
民
の
理
解
を
増
進
。

◆
必
要
な
日
本
語
指
導
を
充
実
す
る
た
め
夜
間
中
学
に
携
わ
る
教
職
員
に
向
け
た
研
修
を
実
施
。
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夜
間
中
学
新
設
準
備
・運
営
補
助
（
全
地
域
へ
の
設
置
に
向
け
た
イ
メ
ー
ジ
）

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

令
和
８
年
度

新
設
準
備

新
設
準
備

新
設
準
備

○
準
備
2年
、開
設
後
3年
の
計
５
か
年
の
補
助
事
業
を
、期
間
を
区
切
って
行
うこ
とで
、夜
間
中
学
未
設
置
の
４
３
地
域
の
設
置
を
促
す
。

運
営

運
営

運
営

１
２
件

１
５
件

１
６
件

【新
設
準
備
期
間
の
補
助
の
イ
メ
ー
ジ
】

・開
設
コー
デ
ィネ
ー
タ
ー
人
件
費

・ニ
ー
ズ
調
査
実
施
経
費

・会
議
費

・先
進
地
視
察
経
費

・広
報
、説
明
会
開
催
経
費

【運
営
期
間
の
補
助
の
イ
メ
ー
ジ
】

・夜
間
中
学
の
教
育
活
動
に
要
す
る
経
費

・夜
間
中
学
の
教
材
整
備
等
に
必
要
な
経
費

・人
件
費
（
非
常
勤
講
師
、看
護
師
等
）

※
加
配
職
員
、S
C、
SS
W
、日
本
語
指
導
補
助
者
、母
語
支
援
員
等
は
関
係
予
算
で
総
合
的
に
対
応
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緊
急
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
活
用
事
業

令
和
２
年
度
予
算
額
（
案
）
2
,2
1
9
百
万
円

(前
年
度
予
算
額
：
2
,3
7
8
百
万
円
)

【
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
】

・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
活
用

・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
準
ず
る
者
の
活
用

・
心
の
ケ
ア
に
資
す
る
た
め
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
、
学
習
支
援

臨
床
心
理
士
、
精
神
科
医
等

相
談
業
務
経
験
者
、
教
育
分
野
の
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
等

心
の
ケ
ア
・
助
言
・
援
助
等
及
び

新
た
な
課
題
へ
の
対
応

○
被
災
し
た
幼
児
児
童
生
徒
・教
職
員
等
の
心
の
ケ
ア
や
、
教
職
員
・
保
護
者
等
へ
の
助
言
・援
助
、
学
校
教
育
活
動
の
復
興
支
援
、
福
祉
関
係

機
関
と
の
連
携
調
整
等
様
々
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
を
活
用
す
る
経
費
を
支
援
す
る
。
〔補
助
率
１
０
／
１
０
〕

※
平
成
２
３
～
２
７
年
度
は
、
委
託
費
と
し
て
実
施
。
平
成
２
８
年
度
か
ら
は
、
従
来
の
委
託
費
の
方
式
を
改
め
、
新
た
に
国
庫
補
助
の
事
業
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
を
学
校
等
で

活
用
す
る
な
ど
、
被
災
し
た
幼
児
児
童
生
徒
や
教
職
員
の
心
の
ケ
ア
に
資
す
る
取
組
を
中
心
と
し
た
事
業
と
し
て
い
る
。

被
災
地
域
等

児
童
生
徒
等

保
護
者

地
域

関
係
機
関

教
職
員
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８．子供の体験活動の推進

(前 年 度 予 算 額 117百万円）

令和２年度予算額（案） 116百万円

１．要 旨

子供たちの豊かな成長に欠かせない、自然体験、農山漁村体験、文化芸

術体験など様々な体験活動を通じ、児童生徒の豊かな人間性や社会性を育

むとともに、自己有用感を高め、自らの役割を意識させるなど一人一人の

キャリア発達を促す。

２．内 容

（１）健全育成のための体験活動推進事業 99百万円( 99百万円)

（学校を核とした地域力強化プランの一部）

【総合教育政策局に計上】〔補助率１／３〕

宿泊体験事業

・小学校、中学校、高等学校等における取組(322校)

・学校教育における農山漁村体験活動の導入のための取組(134地域)

・教育支援センター(適応指導教室)等における体験活動の取組(134地域)

（２）小・中学校等における起業体験推進事業【後掲】16百万円（ 17百万円）

（将来の在り方・生き方を主体的に考えられる若者を育むキャリア教育推

進事業の一部）

児童生徒がチャレンジ精神や他者と協働しながら新しい価値を創造する

力など、これからの時代に求められる資質・能力の育成を目指した起業体

験活動を行うモデルを構築し、全国への普及を図る。

≪関連施策≫

○補習等のための指導員等派遣事業

・公立学校における体験活動の実施等に当たり学校をサポートする人材の配

置を支援〔補助率１／３〕
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■
健
全
育
成
の
た
め
の
宿
泊
体
験
活
動
の
推
進
（
「
学
校
を
核
と
し
た
地
域
力
強
化
プ
ラ
ン
」
の
一
部
）
令
和
２
年
度
予
算
額
（
案
）

９
９
百
万
円

１
．
事
業
内
容

（
１
）
宿
泊
体
験
事
業

宿
泊
体
験
活
動
を
行
う
学
校
等
に
お
け
る
取
組
に
対
す
る
補
助
。

①
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
等
に
お
け
る
取
組

（
３
２
２
校
）

・
学
校
教
育
活
動
に
お
け
る
２
泊
３
日
以
上
の
宿
泊
体
験
活
動
の
取
組
に
対
す
る
事
業
費
の
補
助
。

②
学
校
教
育
に
お
け
る
農
山
漁
村
体
験
活
動
の
導
入
の
た
め
の
取
組

（
１
３
４
地
域
）

・
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
夏
休
み
期
間
中
等
に
希
望
者
を
募
っ
て
行
う
取
組
に
対
す
る
事
業
費
の
補
助
。

・
農
山
漁
村
体
験
活
動
を
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
な
い
高
等
学
校
等
の
取
組
に
対
す
る
事
業
費
の
補
助
。

③
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
適
応
指
導
教
室
）
等
に
お
け
る
体
験
活
動
の
取
組

（
１
３
４
地
域
）

・
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
適
応
指
導
教
室
）
等
に
お
け
る
取
組
に
対
す
る
事
業
費
の
補
助
。

（
２
）
体
験
活
動
推
進
協
議
会

３
２
２
地
域

(各
都
道
府
県
・
市
区
町
村

)
各
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
お
い
て
、
様
々
な
体
験
活
動
を
推
進
し
て
い
く
上
で
の
課
題
や
成
果
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
り
、
好
事
例
の

収
集
、
各
学
校
へ
の
情
報
提
供
や
取
組
の
普
及
を
図
る
た
め
に
開
催
す
る
協
議
会
へ
の
補
助
。

２
．
補
助
事
業
者

都
道
府
県
・
市
区
町
村

３
．
補
助
率

１
／
３

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
に
欠
か
せ
な
い
、
自
然
体
験
、
農
山
漁
村
体
験
、
文
化
芸
術
体
験
な
ど
様
々
な
体
験
活
動
を
通
じ
、
児
童
生
徒
の
豊
か
な

人
間
性
や
社
会
性
を
育
む
と
と
も
に
、
自
己
有
用
感
を
高
め
、
自
ら
の
役
割
を
意
識
さ
せ
る
な
ど
一
人
一
人
の
キ
ャ
リ
ア
発
達
を
促
す
。

ま
た
、
内
閣
官
房
、
総
務
省
、
文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、
環
境
省
が
連
携
し
て
農
山
漁
村
体
験
を
充
実
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
地
域
人
材
や
地
域

資
源
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
異
世
代
間
交
流
や
都
市
農
村
交
流
を
図
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

■
補
習
等
の
た
め
の
指
導
員
等
派
遣
事
業

令
和
２
年
度
予
算
額
（
案
）

3
,1

9
8
百
万
円
の
内
数

１
．
事
業
内
容

公
立
学
校
の
体
験
活
動
の
実
施
・
計
画
時
に
お
け
る
指
導
・
助
言
を
行
う
体
験
活
動
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
体
験
活
動
専
門
指
導
員
、

看
護
師
、
引
率
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
引
率
教
員
の
代
替
教
員
等
の
派
遣
に
要
す
る
経
費
の
補
助
。

２
．
補
助
事
業
者

都
道
府
県
・
指
定
都
市
（
市
区
町
村
は
間
接
補
助
）

３
．
補
助
率

１
／
３

学
校
等
に
お
け
る
宿
泊
体
験
活
動
の
取
組
に
対
す
る
支
援

子
供
の
体
験
活
動
の
推
進

令
和
2
年
度
予
算
額
（
案
）

9
9
百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

9
9
百
万
円
）

体
験
活
動
の
実
施
等
に
当
た
り
学
校
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
材
の
配
置
（
関
連
施
策
）
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小
・中
学
校
等
に
お
い
て
起
業
体
験
を
行
う
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
。
具
体
的
に
は
、
各
学
校
に
お
い
て
外
部
講
師
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
な
が
ら
、
児
童
生
徒
が
模
擬
会

社
設
立
、
商
品
開
発
、
販
売
、
決
算
と
い
っ
た
会
社
の
実
体
験
を
通
じ
て
、
特
に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
た
め
の
体
験
的
な
学
習
を
実
施
す
る
。

事 業
概 要

事 業 目 的

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
、
創
造
性
探
究
心
等
の
「起
業
家
精
神
」や
、
情
報
収
集
・分
析
力
、
判
断
力
、
実
行
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
等
の
「起
業
家

的
資
質
・能
力
」は
、
起
業
家
や
経
営
者
だ
け
に
必
要
な
も
の
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
立
場
で
あ
っ
て
も
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
他
者
と

協
働
し
な
が
ら
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
力
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
て
い
く
た
め
に
誰
も
が
必
要
な
力
を
小
学
校
段
階
か
ら
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
起
業

体
験
活
動
を
行
う
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
全
国
へ
の
普
及
を
図
る
。

起 業 体 験 の 効 果

8
2
.8
%

1
7
.2
%

6
8
.6
%

2
9
.4
%

チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
・積
極
性

が
高
ま
っ
た

講
演
・
企
業
訪
問
等
の
み
を

実
施
し
て
い
る
小
中
学
校

起
業
体
験
ま
で

実
施
し
て
い
る
小
中
学
校

自
信
・自
己

肯
定
感
が

高
ま
っ
た

講
演
・
企
業
訪
問
等
の
み
を
実

施
し
て
い
る
小
中
学
校

起
業
体
験
ま
で

実
施
し
て
い
る
小
中
学
校

8
2
.1
%

1
7
.9
%

6
4
.7
%

3
0
.4
%

※
起
業
家
教
育
の
ス
ス
メ
（
指
導
事
例
集
）
を
基
に
作
成

（
平
成
2
7
年
3
月
初
等
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る

起
業
家
教
育
普
及
に
関
す
る
検
討
会
）

単
に
職
場
訪
問
や
講
演
の
実
施
す
る
だ
け
で
な
く
、
起
業
体
験
を
実
施
す
る
こ
と
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や
自
己
肯
定
感
が
高
ま
る
。

2
.0
%

4
.9
%

0
.0
%

0
.0
%

効
果
が
あ
っ
た

ど
ち
ら
で
も
な
い

効
果
が
な
か
っ
た

取 組 の 例

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
れ

1 2 43 5 6 7 8

市
場

調
査

調
査
結
果
の
分
析

商
品
開
発
・
評
価
会
（プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

会
社

設
立

資
金
調
達
（出
資
金
を
募
る
）

宣
伝
活
動
&
製
作
活
動

販
売

活
動

収
支

決
算

&
御

礼

１
．
も
の
づ
く
り
や
販
売
活
動
を
通
じ
て
自
分
や
友
達
の
「良
さ
」を
発

見
・認
識
し
、
認
め
あ
え
る
仲
間
作
り
を
進
め
る
。

２
．
自
分
の
考
え
や
思
い
を
適
切
に
伝
え
る
、
相
手
の
話
を
聞
い
て

理
解
す
る
、
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
る
。

３
．
社
会
の
仕
組
み
の
一
端
を
知
り
、
会
社
の
一
員
と
し
て
協
力
し
な

が
ら
活
動
を
進
め
る
こ
と
で
、
働
く
こ
と
の
楽
し
さ
や
喜
び
、
厳
し
さ
を

理
解
し
、
学
習
へ
の
意
欲
を
高
め
る
。

４
．
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
地
域
の
方
や
社
会
で
働
く
方
と
の
良
い
出

会
い
を
通
し
て
、
生
き
方
を
学
び
、
自
分
の
生
き
方
を
考
え
る
き
っ

か
け
と
す
る
。

目
的
・
ね
ら
い

学
校
・
実
施
時
間

対
象
学
年
：
小
学
５
年
生

実
施
時
間
：

総
合
的
な
学
習
の
時
間
２
０
時
間

小
・
中
学
校
等
に
お
け
る
起
業
体
験
推
進
事
業

令
和
2
年
度
予
算
額
（
案
）
1
6
百
万
円

（
前
年
度
予
算
額

1
7
百
万
円
)
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